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市
政
運
営（
所
信
）に
つ
い
て

　
私
は
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
こ

れ
ま
で
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
や

要
望
に
最
大
限
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
雲
仙
市
民
と
し
て
誇

り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

一
歩
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
全
力

で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
が
直
面
し

て
い
る
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
問
題
は
、
本
市
に
お
け
る
最
重
要

課
題
で
あ
り
、
医
療
、
介
護
等
の
社

会
保
障
費
の
増
大
な
ど
、
行
政
運
営

に
厳
し
さ
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
安
心
・

安
全
な
市
民
生
活
を
実
現
し
、
ま

た
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的

に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、様
々

な
視
点
に
お
け
る
総
体
的
な
議
論

を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
立

ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
現
在
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

新
た
な
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る

第
2
次
雲
仙
市
総
合
計
画
の
5
つ

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
各
目
標
を

達
成
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
平
成
27
年
と
平
成
22
年
の
国
勢

調
査
を
比
較
し
た
結
果
、
25
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
階
級
別
異
動
人
口
で

は
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
こ
の
若
者
世

代
の
減
少
は
出
生
数
や
地
域
経
済

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
危
機

感
を
募
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
の

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
若
者
の
定
住

促
進
に
資
す
る
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
加
え
、

取
り
組
み
可
能
な
施
策
や
事
業
に

着
手
し
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る

「〝
つ
な
が
り
〟で
創
る　
賑
わ
い
と

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」の
実

現
に
向
け
て
、
確
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

▪�

平
成
30
年
度
の
主
な
取
り
組
み

※
平
成
30
年
度
に
お
け
る
主
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、「
第
2
次
雲

仙
市
総
合
計
画
」
の
5
つ
の
基

本
方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

【
出
会
い
・
結
婚
・
移
住
・
定
住
】

　
「
雲
仙
市
婚
活
支
援
事
業
補
助

金
」を
創
設
し
、
市
民
団
体
が
実
施

す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
な
が
さ
き
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
や
お
試
し
住
宅
の

活
用
を
通
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
も
連
携
し
な
が
ら
移
住
対
策

の
強
化
を
図
り
ま
す
。　
　

　
既
存
の
雲
仙
市
定
住
促
進
奨
励

補
助
金
や
雲
仙
市
空
き
家
活
用
促

進
奨
励
補
助
金
に
よ
る
支
援
に
加

え
、
市
外
か
ら
転
入
し
て
く
る
若
者

世
帯
の
家
賃
負
担
の
一
部
を
支
援

し
、
若
者
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

「
雲
仙
市
若
者
U
I
タ
ー
ン
家
賃
補

助
金
」を
創
設
し
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
を
推
進

す
る
た
め
、
売
買
・
賃
貸
借
契
約
に

関
す
る
費
用
の
支
援
等
を
行
う「
雲

仙
市
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
奨
励
補

助
金
」及
び「
雲
仙
市
空
き
家
バ
ン

ク
仲
介
手
数
料
補
助
金
」を
創
設
し

ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　
保
健
師
等
に
よ
る
妊
娠
期
の
相

談
や
乳
児
家
庭
の
全
戸
訪
問
、
助
産

師
の
訪
問
支
援
を
行
う
産
後
ケ
ア

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
の
切
れ
目
な
い
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
瑞
穂
地
区
と
小
浜
地
区
に
お
い

て
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
実
施
す
る
た
め
の
施

設
の
整
備
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
特
定
不
妊
治
療
の
治
療
費
助
成
、

第
2
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
に
対
し
て
の
利
用
料

減
免
、
及
び
福
祉
医
療
費
の
支
給
等

の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
延
長
保
育
事
業
、
障
害
児
保
育
事

業
、
病
児
保
育
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
保
育
所
等
に
お
い
て
、
保

育
補
助
者
の
雇
い
上
げ
に
要
す
る

経
費
に
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
預
け
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
地

域
ふ
れ
愛
さ
さ
え
愛
事
業
」の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　
徘
徊
の
症
状
が
あ
る
高
齢
者
等

を
見
守
る
た
め
の
ス
テ
ッ
カ
ー
配

布
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
各
地
区
で
、
介
護
予

防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

の
助
成
対
象
者
の
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
急
病

な
ど
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
に
重

要
情
報
を
伝
え
る「
命
の
カ
プ
セ

ル
」の
配
付
及
び
援
助
が
必
要
な
時

に
支
援
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」の
配
付
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　
障
害
者
職
場
実
習
促
進
事
業
の

推
進
や
障
害
者
就
労
支
援
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
卓
上
型
対
話
支
援
機
器
を
各
総

合
支
所
へ
も
配
置
し
、
難
聴
者
の
方

が
安
心
し
て
窓
口
を
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、「
手
話
言
語
条
例
」の
平
成

30
年
度
制
定
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学
支
援

の
推
進
を
図
り
、
障
が
い
者
や
障

が
い
児
の
保
護
者
等
の
負
担
軽
減

と
社
会
参
加
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
重
度
障
が
い
者
の
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
額
の
拡
充
を
図
る
と
と
も

に
、
障
が
い
児
が
通
所
に
よ
り
基
本

的
動
作
・
知
識
・
生
活
能
力
向
上
の

た
め
の
必
要
な
訓
練
を
行
う
障
害

児
通
所
給
付
事
業
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

平
成
30
年
第
1
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、金
澤
市
長
が
述
べ
た
「
施
政
方
針
」

を
整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
施
政
方
針
と
は
、
市
政
運
営
の
目
指
す
方

向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。）

平
成
30
年
度
　
施
政
方
針

基
本
方
針
❶
　
暮
ら
し
と
安
心
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【
健
康
・
医
療
体
制
】

　
市
民
が
受
診
し
や
す
い
健
診
体

制
の
整
備
や
個
別
受
診
勧
奨
及
び

地
区
組
織
等
と
連
携
し
た
健
診
の

周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
健
診

結
果
に
基
づ
く
個
別
の
保
健
指
導

や
健
康
教
室
を
実
施
し
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
支

援
を
行
い
、
栄
養
・
食
生
活
の
改

善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
身
体

活
動
・
運
動
の
習
慣
化
、
禁
煙
や

適
正
飲
酒
の
推
進
な
ど
の
健
康
教

育
や
健
康
相
談
等
の
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演

会
」
や
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

講
座
を
実
施
し
、
自
殺
予
防
や
精

神
疾
患
に
つ
い
て
の
理
解
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
地
域
で
の
見

守
り
体
制
の
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
に
応

じ
た
適
切
な
相
談
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、相
談
窓
口
を
記
載
し
た
カ
ー

ド
を
新
た
に
作
成
し
、
市
民
に
周

知
を
図
り
ま
す
。

　
南
高
医
師
会
や
関
係
機
関
等
と

連
携
を
図
り
、
休
日
・
夜
間
の
初

期
救
急
医
療
体
制
の
維
持
に
努
め

ま
す
。

　
雲
仙
・
南
島
原
保
健
組
合
に
お
い

て
新
た
に
整
備
さ
れ
る
公
立
新
小

浜
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
中
核

を
担
う
医
療
機
関
と
し
て
、
医
療
を

安
定
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
し
て

い
け
る
よ
う
構
成
市
で
あ
る
南
島

原
市
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

　
自
主
防
災
組
織
が
行
う
訓
練
に

対
す
る
支
援
を
拡
充
し
、
組
織
の

育
成
及
び
地
域
防
災
力
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
市
の
防
災
訓
練

を
通
し
て
各
機
関
と
の
連
携
協
力

体
制
の
確
立
、
市
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　
J
ア
ラ
ー
ト
の
新
型
受
信
機
の
導

入
を
行
い
、
情
報
伝
達
時
間
の
短
縮

や
伝
達
情
報
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
消
防
詰
所
や
防
火
水
槽
な
ど
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
I
P
無
線

機
に
よ
る
移
動
系
無
線
機
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
高
齢
者
参
加
の
体
験
型
講
習
会
な

ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学

校
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
子
供
の

交
通
安
全
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
保
護
に
つ
い
て
は
、
悪
質

商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
、
架
空
請
求
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル

に
よ
る
相
談
等
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
被
害
の
未
然
防
止

の
た
め
、高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、小・

中
学
生
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
農
業
】

　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
施

設
園
芸
に
お
け
る
環
境
制
御
技
術

や
高
性
能
農
業
機
械
の
導
入
等
を

通
し
て
、
担
い
手
農
家
の
経
営
基
盤

の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
海
外
視
察
研
修
の
機
会
を
設
け
、

本
市
農
業
が
国
内
外
の
競
争
に
勝

ち
抜
く
基
幹
産
業
と
し
て
成
長
す

る
よ
う
、
先
端
技
術
を
活
用
し
た
農

業
経
営
な
ど
に
資
す
る
施
策
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活

用
し
た
中
山
間
所
得
向
上
支
援
や

地
域
活
動
を
支
え
る
人
材
確
保
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
内
の
児
童

生
徒
に
対
し
、
将
来
の
就
職
先
の
選

択
肢
の
一
つ
に
農
林
水
産
業
を
加

え
て
貰
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
未

来
の
担
い
手
確
保
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
県
営
農
地
整
備
事
業
と
し
て

南
串
山
の
岡
南
部
地
区
が
新
規
採

択
の
予
定
で
あ
る
ほ
か
、
新
た
に
2

地
区
に
お
い
て
関
係
農
家
に
よ
る

推
進
委
員
会
を
設
立
し
、
事
業
化
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
事
業
が
計
画
的
か
つ
円
滑
に

遂
行
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
な
要
望

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
た
担

い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
機
構
関
連
事
業
を

活
用
し
た
中
山
間
地
域
な
ど
の
小
規

模
団
地
に
お
け
る
基
盤
整
備
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
の
制
度
改
正
に
伴

い
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

新
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
委
員
の
皆

様
に
積
極
的
な
農
地
と
農
業
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
で
、
更
な
る
農
地
利
用
の

最
適
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
農
薬
の
適
正
使
用
等
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
保
全
型

農
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
農
業
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
は
じ
め
、

新
品
種
や
品
質
向
上
に
資
す
る
資

材
の
導
入
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
省
力
・
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
と
し

て
、
農
業
者
や
農
業
団
体
等
に
対
し

ド
ロ
ー
ン
の
資
格
取
得
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
構
築
事
業
な

ど
の
国
・
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し

た
施
設
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
肉
用
牛
子
牛
・
肥
育
牛
頭
数
の

増
頭
、
優
良
な
乳
用
後
継
雌
牛
や
、

収
益
性
の
高
い
母
豚
の
導
入
を
推

進
し
ま
す
。

　
家
畜
防
疫
体
制
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

【
林
業
】

　
森
林
施
業
の
集
約
化
に
取
り
組

む
林
業
事
業
体
へ
の
支
援
を
図
る

と
と
も
に
、
新
規
事
業
体
の
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
を
支

援
し
、
簡
易
で
耐
久
性
の
あ
る
路
網

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
保

安
林
に
お
け
る
山
崩
れ
等
の
災
害

防
止
と
、
水
源
涵
養
等
の
機
能
保
全

の
た
め
、
治
山
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
利
用
間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
持
続

的
な
森
林
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
、
皆
伐
と
再
造
林
を

推
進
し
ま
す
。

【
水
産
業
】

　
漁
業
協
同
組
合
ご
と
に
策
定
さ

れ
た『
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
』及

び
橘
湾
岸
の
5
つ
の
組
合
が
連
携

し
て
取
り
組
む『
橘
湾
浜
の
活
力
再

生
広
域
プ
ラ
ン
』を
基
に
、
持
続
可

能
な
水
産
業
の
確
立
を
目
指
す
組

合
及
び
漁
業
者
の
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。　
　

　
雇
用
型
漁
業
の
優
良
な
経
営
モ

デ
ル
づ
く
り
を
支
援
し
、
経
営
の
安

定
化
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
を

目
指
し
ま
す
。

　
漁
業
者
が
取
り
組
む
覆
砂
や
、
藻

場
、
干
潟
の
保
全
活
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
海
底
耕
耘
や
堆
積
物
除

去
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
漁
船
の
省
エ
ネ
機
器
等
の
導
入

を
支
援
し
ま
す
。

　
南
串
山
京
泊
漁
港
に
お
い
て
は
、

浮
桟
橋
の
新
設
工
事
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
臨
港
道
路
整
備
の
設
計

業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
種
苗
放
流
事
業
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
養
殖
産
地
協
議
会
が
新
た

に
取
り
組
む
施
設
整
備
や
、
市
場
価

格
の
高
い
新
魚
種
の
導
入
を
支
援

し
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排

水
門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

安
心
・
安
全
、
雲
仙
市
の
農
業
・
漁

基
本
方
針
❷
　
産
業
と
交
流
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業
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、
長
崎
県

及
び
諫
早
市
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
対
応
し
ま
す
。

【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

　
株
式
会
社
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
が
運

営
す
る
青
果
店
舗
を
活
用
し
、
雲
仙

市
の
特
色
あ
る
農
産
物
や
魅
力
あ

る
特
産
品
を
首
都
圏
の
多
く
の
消

費
者
に
対
し
て
P
R
し
ま
す
。

　
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

を
採
用
し
、
民
間
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
物
産
展
の
開
催
や
商
品

開
発
等
を
行
い
ま
す
。　

　
「
雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
」
認
証
商
品
に

つ
い
て
は
、
認
定
事
業
者
が
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
行
う
P
R
や

商
談
会
等
に
係
る
経
費
の
助
成
に

加
え
、
雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
を
積
極
的
に

活
用
す
る
団
体
等
に
つ
い
て
も
広

告
費
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と

し
て
、
引
き
続
き
雲
仙
市
の
特
産

品
を
セ
ー
ル
ス
し
ま
す
。

【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

　
雲
仙
市
商
工
会
と
の
連
携
を
通

し
て
、
創
業
や
新
規
出
店
、
経
営
の

持
続
化
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
買
い
物
弱
者
支
援
に
取

り
組
む
事
業
者
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
買
い
物
の
負
担
軽

減
に
努
め
ま
す
。

　
運
転
資
金
や
設
備
資
金
に
対
す

る
融
資
制
度
に
よ
り
、
中
小
企
業
者

の
販
路
拡
大
や
新
商
品
の
開
発
を

支
援
し
ま
す
。

　
「
雲
仙
市
企
業
立
地
推
進
方
針
」

に
基
づ
き
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た

企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
若
者
の
地
元
就
職
支
援
に
つ
い

て
は
、
県
及
び
島
原
半
島
3
市
で
連

携
し
た
島
原
半
島
地
域
企
業
説
明

会
を
開
催
し
、
労
働
人
口
の
確
保
及

び
定
住
促
進
に
努
め
ま
す
。

【
観
光
・
交
流
】

　
島
原
半
島
観
光
連
盟
、
島
原
半
島

ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
等
と
連
携
し
、

島
原
半
島
の
一
体
的
な
観
光
振
興

に
取
り
組
み
、
持
続
的
な
地
域
経
済

の
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
V
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
ホ
ー

ム
及
び
ア
ウ
ェ
イ
ゲ
ー
ム
を
観
戦

す
る
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
対
し
、

雲
仙
市
の
P
R
を
積
極
的
に
行
い

ま
す
。

　
島
原
半
島
の
一
体
的
な
観
光
振

興
に
取
り
組
む
た
め
、
島
原
半
島
観

光
一
本
化
協
議
会
に
お
い
て
引
き

続
き
関
係
団
体
の
統
合
に
向
け
た

調
整
を
進
め
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
整
備
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
安
全
面
の
強
化
に
向
け
た

耐
震
化
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
九
州
全
県
や
首
都
圏
、
関
西
圏
の

大
都
市
を
中
心
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

や
S
N
S
等
の
様
々
な
媒
体
に
よ

る
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
海
外
か
ら
の
誘
客
に
つ
い
て
は
、

香
港
の
E
G
L
ツ
ア
ー
ズ
及
び
上

海
の
中
信
旅
行
社
な
ど
を
訪
問
し
、

連
携
を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、
近

年
増
加
傾
向
に
あ
る
タ
イ
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
更
に
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の

東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
対
し
て
も
情

報
発
信
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
韓
国
求
礼
郡
と
の
相
互
交
流
に

よ
り
、
国
際
理
解
の
増
進
と
国
際
感

覚
豊
か
な
人
材
育
成
を
図
る
と
と

も
に
、
霧
島
市
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
両
市
の
観
光
振
興
に
資
す
る
効

果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な

ど
の
合
同
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

【
道
路
・
公
共
交
通
】

　

地
域
高
規
格
道
路「
島
原
道
路
」

の
早
期
完
成
と
、
未
着
手
区
間
で
あ

る
島
原
市
有
明
町
か
ら
瑞
穂
町
ま

で
の
早
期
事
業
化
を
目
指
し
、
要
望

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
愛
野
小
浜
バ
イ
パ
ス
の
早
期
事

業
化
と
国
道
57
号
の
現
道
改
良
に

よ
る
機
能
強
化
を
目
指
し
て
要
望

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
道
2
5
1
号
の
越
波
対
策
事

業
に
つ
い
て
は
、
未
整
備
区
間
の
早

期
完
成
に
向
け
て
引
き
続
き
要
望

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
や
緊

急
性
等
を
考
慮
し
計
画
的
に
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
市
民
皆
様
の
日
常
的
な
生
活
の

移
動
手
段
を
維
持
す
る
た
め
、
引
き

続
き
路
線
バ
ス
や
鉄
道
事
業
の
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の

開
業
を
見
据
え
、
地
域
住
民
の
生
活

交
通
の
確
保
と
観
光
客
の
利
便
性

向
上
に
向
け
、
島
原
半
島
3
市
、
諫

早
市
及
び
県
が
一
体
と
な
っ
て
持

続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
再
編
に

取
り
組
み
ま
す
。

【
社
会
基
盤
】

　
耐
震
診
断
や
改
修
工
事
費
補
助
制

度
の
周
知
に
努
め
な
が
ら
、
耐
震
性

の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
老

朽
危
険
空
き
家
へ
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
除
却
費
補
助
制
度
の
周
知
に
努

め
ま
す
。　

　
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
民
間

賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
を
断
ら
れ
や
す

い
高
齢
者
の
方
な
ど
の
円
滑
な
入
居

を
促
進
す
る
た
め
、
入
居
を
拒
ま
な

い
住
宅
と
し
て
県
に
登
録
し
た
民
間

賃
貸
住
宅
の
所
有
者
へ
支
援
し
ま
す
。

　
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
河

川
・
急
傾
斜
地
等
の
施
設
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
維
持
管
理
を
適
正

に
行
い
、
被
害
の
防
止
、
減
災
に
努

め
ま
す
。

　
漁
港
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
南
串
山
赤
間
漁

港
海
岸
に
お
い
て
離
岸
堤
の
建
設
工

事
を
進
め
ま
す
。

　
千
千
石
漁
港
海
岸
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
海
岸
堤
防
が
現
行
の
構
造
基

準
を
備
え
て
い
る
か
の
調
査
を
行
い
、

高
潮
被
害
の
防
止
に
向
け
た
今
後
の

方
策
に
つ
い
て
地
域
住
民
と
の
協
議

を
進
め
ま
す
。

【
上
下
水
道
】

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
状
と

課
題
を
分
析
し
、
将
来
に
向
け
て
取

り
組
む
た
め「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
漏
水
発
生
が
特
に
多

い
国
見
地
区
の
配
水
管
を
計
画
的

に
耐
震
管
へ
更
新
し
、
併
せ
て
浄
水

場
等
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活

環
境
の
改
善
と
公
衆
衛
生
の
確
保

及
び
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に

向
け
た「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
2
年
間
の

経
過
措
置
を
経
て
段
階
的
に
統
一

を
図
り
ま
す
。

【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

　
市
内
全
域
で
の
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て
、
引

き
続
き
調
査
・
研
究
を
続
け
な
が
ら
、

整
備
計
画
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
な

ど
産
業
分
野
へ
の
先
端
技
術
の
導
入

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
ま
す
。

【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

　
島
原
半
島
内
の
未
利
用
資
源
を
活

用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
、
島
原

半
島
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
引
き
続

き
県
と
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ご
み
の
出
し
方
、
分
け
方
に
つ
い

て
自
治
会
回
覧
や
出
前
講
座
等
に
よ

基
本
方
針
❸
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基
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り
減
量
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

市
内
の
公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
る

小
型
電
子
機
器
回
収
ボ
ッ
ク
ス
や
ス

ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
よ
る
回
収
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
市
内
2
箇
所
で
行
っ
て
い
る
し
尿

処
理
を
環
境
セ
ン
タ
ー
1
箇
所
に
集

約
し
、
効
率
的
な
処
理
に
取
り
組
み

ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
向
け
、

研
究
指
定
事
業
に
よ
る
情
報
発
信

と
研
究
成
果
の
共
有
化
、
市
独
自
の

学
力
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
特
別
支
援
学
級
や
通
級
指
導
教

室
の
設
置
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

や
訪
問
指
導
員
に
よ
る
個
別
の
支

援
を
通
し
て
、
様
々
な
状
況
に
あ
る

児
童
生
徒
の
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。　

　
小
中
学
校
の
校
舎
外
壁
等
、
非
構

造
物
の
耐
震
化
や
防
災
機
能
の
強

化
と
と
も
に
、
全
小
中
学
校
へ
の
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
や
、
平
成
31

年
度
ま
で
に
電
子
黒
板
を
す
べ
て

の
普
通
教
室
に
設
置
す
る
な
ど
、

I
C
T
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
少
子
化
に
伴
う
適
切
な
教
育
環

境
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
、
地
域
住
民
、
教
職
員
の
考
え
を

細
や
か
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
児

童
数
等
の
推
移
に
注
視
し
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　
多
様
な
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
講
座
、
講
演

会
、
研
修
等
、
各
種
生
涯
学
習
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
を
講
師
に
招
き
多

様
な
体
験
を
さ
せ
る「
地
域
子
ど
も

教
室
推
進
事
業
」に
取
り
組
む
ほ
か
、

図
書
館
・
図
書
室
か
ら
遠
い
地
域
を

移
動
図
書
館
車
で
巡
回
し
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
、
本
と
共
に
あ
る
暮

ら
し
を
提
供
し
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と

し
た
、
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
犯
罪
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

　
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＆
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
」を
は
じ
め「
夏
期
巡
回

ラ
ジ
オ
体
操
会
」や
各
種
ス
ポ
ー
ツ

教
室
な
ど
に
取
り
組
み
、「
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
日
常
化
」を
推
進
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
お
け
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
体
育
施
設

の
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
小
浜
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
建
設

検
討
委
員
会
の
意
見
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
基
本
構
想
を
策
定
し
、
平

成
30
年
度
に
お
い
て
、
基
本
設
計
・

実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

　
平
成
30
年
が
明
治
元
年
か
ら
起

算
し
て
1
5
0
年
の
節
目
と
な
る

こ
と
か
ら
、
明
治
時
代
に
活
躍
し
た

郷
土
の
偉
人
に
つ
い
て
、
広
報
紙
等

で
の
紹
介
や
講
演
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

で
出
土
し
た
遺
物
の
展
示
公
開
を

行
い
ま
す
。

　
神
代
小
路
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
つ
い
て
は
、
景
観
復
元
の

た
め
の
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、
修

理
・
修
景
事
業
を
通
し
て
、
町
並
み

景
観
の
保
存
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
雲
仙
市
文
化
会
館
自
主
文
化
事

業
振
興
会
と
連
携
し
、
家
族
で
楽
し

め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
の
ホ
ー
ル
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　
自
治
会
活
動
活
性
化
交
付
金
な

ど
の
支
援
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

自
治
会
長
連
合
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
や

各
自
治
会
組
織
間
の
情
報
の
共
有

等
に
努
め
ま
す
。

　

各
種
市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
づ
く
り
補
助
金
等
に
よ
る

活
動
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
第
3
次
雲
仙
市
男
女
共
同
参

画
計
画
に
基
づ
き「
男
女
が
互
い
を

認
め
合
い
、
尊
重
し
、
協
力
し
合
う

ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

　
総
務
省
の「
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
度
」を
活
用
し
た
外
部
専

門
家
に
よ
る
年
間
を
通
じ
た
助
言

や
指
導
を
受
け
、
第
2
次
雲
仙
市

総
合
計
画
の
3
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
等
を
加
速

し
ま
す
。

【
行
政
運
営
】

　
公
の
施
設
の
民
営
化
や
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
、
業
務
の
外
部
委

託
な
ど
、
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え

て
、
外
部
に
任
せ
ら
れ
る
業
務
は
、

出
来
る
限
り
外
部
に
任
せ
る
こ
と

を
基
本
に
、
業
務
形
態
の
見
直
し
に

取
り
組
み
、
施
設
管
理
や
窓
口
業
務

な
ど
の
包
括
的
な
外
部
委
託
の
研

究
を
進
め
ま
す
。　

　

庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を
図
る

た
め
、（
仮
称
）愛
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
瑞
穂
総
合
支
所
に
つ
い
て

は
、
雲
仙
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
き
、
支
所
と
公
民

館
の
複
合
化
を
基
本
と
し
て
個
別

施
設
計
画
を
策
定
し
、
基
本
設
計

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
小
浜
総

合
支
所
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
公

共
施
設
と
の
複
合
化
も
含

め
て
検
討
し
、
個
別
施
設

計
画
の
策
定
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
。

　
職
員
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
市
で
策
定
し
た

人
材
育
成
基
本
方
針
及
び

職
員
研
修
計
画
に
基
づ
い

て
、
各
種
研
修
に
取
り
組

み
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
適
確

に
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成
を
進

め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

【
財
政
運
営
】

　
市
税
等
の
収
納
率
向
上
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
法
に
基
づ
い
た
滞

納
整
理
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
に
よ

る
納
税
が
で
き
る
よ
う
収
納
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
雲
仙
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
雲
仙
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く
個
別
施

設
計
画
の
策
定
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
公
的
資
産
の
有

効
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
活
用
す

る
見
込
み
の
な
い
遊
休
地
の
積
極

的
な
売
却
を
行
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
謝
礼
品
事
業
者
と

の
連
携
体
制
を
構
築
し
、
雲
仙
市
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
を
増
や
す

と
と
も
に
、
頂
い
た
寄
附
は
特
色
あ

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
有
効
活
用

し
ま
す
。

基
本
方
針
❹
　
人
財
と
郷
土

基
本
方
針
❺
　
協
働
と
戦
略
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愛野暁が全国大会へ出場しました

～大空高くハタが舞う～
愛野町・吾妻町で、ハタ揚げ大会が開催されました。

第5回宮﨑康平賞　小中高生文芸コンクール
3名が最優秀賞を受賞しました
　島原文化連盟主催の第5回宮﨑康平賞小中高生文芸コン
クールで、本市の3名が最優秀賞を受賞しました。入賞者
作品集は市教育委員会、各公民館などで閲覧できます。

【最優秀賞受賞者】　（敬称略）

　長崎県ソフトボール協会からの推薦により、平成30年3月
25月～27日にかけて宮崎県で開催された「第11回春季全日
本小学生男子ソフトボール大会」へ愛野暁（少年ソフトボー
ルクラブ）が出場を果たされました。
　結果は惜しくも1回戦敗退となりましたが、全国大会で強豪
チームを相手に健闘されました。

　4月7日、愛野駅下の田んぼで「第23回愛の
ハタあげ大会」が、4月15日、吾妻町牛口み
なとタウンにおいて「第22回吾妻町はた保存
会はた揚げ大会」が開催されました。
　当日は子どもから大人までハタ揚げを楽し
んでいました。

市内の小中学校で入学式が開催されました

観櫻火宴が開催されました

　4月9日に市内中学校で、翌10日に市内小
学校で入学式が行われました。今春、入学を
迎えた新入生は小学1年生が354人、中学1年
生が353人でした。新入生は少し緊張した面
持ちでしたが、先生や在校生に温かく迎えら
れ、少し緊張が緩んだ様子でした。

　3月31日、千々石町内において観櫻火宴
が行われ、約150人の武者行列がたいまつ
を片手に福石公園から橘神社までを練り歩
きました。
　出発地点の千々石海岸には地域住民手作
りのキャンドル約600個が設置され、小さ
な炎が海岸を彩りました。

吾妻町はた揚げ大会愛のハタあげ大会

短歌部門（小学生） 神代小学校5年　清水美空
短歌部門（高校生） 小浜高校3年　寺田涼菜
随筆部門（高校生） 島原工業高校2年　末永大貴

平成29年度
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100回目のハッピーバースデー♪

緑の少年団植樹活動in国見  ～すぎの木100本植えてみよう～

「愛野・小浜バイパス」建設を求める署名活動報告を行いました
　3月28日、雲仙市婦人会連絡協議会（村上智惠子会長）、雲仙市自治会長連合
会（齋藤正勝会長）および南島原市自治会長連合会（栗田勝敏会長）は、雲仙市
の「愛野・小浜バイパス」建設を求める約3万5千人（うち雲仙市1万7778人、
南島原市1万7558人）分の署名活動について長崎県知事に報告しました。
　同バイパスについては、愛野町から小浜町への主要道路が国道57号で迂回路
が少ないことから、半島3市が合併する以前から自治体や議会で建設促進期成会を創り、国や県に要望を続け
ています。

　竹下ウメノさん、木村ヱミさんが100歳を迎えら
れました。
　どうぞこれからも健康で長生きされて、幸せにお
過ごしください。

　3月10日に国見町の神代地区市有林にお
いて、国見町神代緑の少年団、岩戸小緑の
少年団、吾妻町緑の少年団、愛野町緑の少
年団の子供達による、植樹活動を行いまし
た。澄み渡る青空のもと、団員23人によ
りすぎ苗100本を植栽し、最後は記念碑に、
森林など自然への思いを込めたメッセージ
を記入しました。

高齢者の交通事故防止・特殊詐欺被害防止に関する「俳句・川柳」優秀
作品表彰式を行いました
　3月8日（木）雲仙市役所において高齢者の交通事故防止・特殊詐欺被害防止に関する「俳句・川柳」優
秀作品表彰式が行われました。受賞作品は、次のとおりです。（敬称略）

【交通事故防止部門】
雲仙市長賞　松竹　利則　

「気をつけて！！　脇見・逆走・踏み間違い」
雲仙市交通安全協会長賞　平島　拓夢　

「ふみ間違い　命が消える　もとになる」
雲仙警察署長賞　長尾　知洋　

「大丈夫　その安心が　命取り」

【特殊詐欺被害防止部門】
雲仙市防犯協会長賞　仁禮　陸斗　

「おばあちゃん　オレオレ言うのは　ぼくじゃない」
雲仙警察署長賞　寺田　紀美子　

「名をなのれ！！　私の息子は　5人いる」

竹下ウメノさん（国見町） 木村ヱミさん（南串山町）
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平成30年度　当初予算総額　380億6,333万5千円
	 ※水道事業会計（企業会計）を除く

　予算執行においては、第2次雲仙市総合計画に掲げた政策及び施策の実現に向け、各種事業の重要性や優
先度、効果等を十分に考慮し、効率的な事業実施を目指します。

【一般会計歳入（対前年度比）】
　市税は、景況の緩やかな回復傾向などが反映し、
市民税の増を見込んでいますが、固定資産税の評
価替えによる在来家屋の減価などにより、全体と
して0.1％減となっています。
　県支出金は、畜産クラスター構築事業補助金の
増などにより、6.9％増となっています。
　そのほか、昨年度の臨時的な収入でありました
南高北部環境衛生組合の起債償還分負担金及び退
職手当差額調整返還金分が減となっています。

【一般会計歳出（対前年度比）】
　総務費については、庁舎整備事業などにより、
28.4％増となっています。
　農林水産業費については、高度経営体集積促進
事業の減が見込まれるものの、畜産クラスター構
築事業の増などにより、13.3％増となっています。
　教育費については、新雲仙市愛野図書室開設準
備事業や小浜体育館整備事業などにより、11.5％
増となっています。
　そのほか、新病院建設などのため雲仙・南島原
保健組合負担金が増額となっています。

●特別会計　総額　85億7,783万5千円
	 対前年度比　△14億7,521万3千円（△19.6％）

●水道事業会計（企業会計）

詳細は「知っておきたい雲仙市のしごと」をご覧ください。
※「知っておきたい雲仙市のしごと」は、5月にHP掲載を予定しており、6月に世帯配布を行う予定です。

収　入 11億6,115万3千円 支　出 16億6,910万4千円
収益的収入 10億5,483万6千円 収益的支出 10億4,027万2千円
資本的収入 1億631万7千円 資本的支出 6億2,883万2千円

下水道事業特別会計 国民健康保険特別会計
11億2,108万7千円（対前年度比　1.7％） 67億5,029万5千円（対前年度比　△18.2％）

国民宿舎事業特別会計 後期高齢者医療特別会計
1億8,016万8千円（対前年度比　△4.3％） 5億1,533万円（対前年度比　3.5％）

温泉浴場事業特別会計
1,095万5千円（対前年度比　△2.3％）

●一般会計　294億8,550万円
	 対前年度比　15億4,625万円（5.5％）

歳　入
294億8,550万円

歳　出
294億8,550万円

（単位：千円、括弧：構成比）

市税
3,697,670
（12.5％）

6,550,757
（22.2%）

自主財源

22,934,743
（77.8%）

依存財源

民生費
9,776,232 
（33.2％）

総務費
5,042,062
（17.1％）

公債費
3,157,826
（10.7％）

農林水産業費・商工費
2,718,242
（9.2％）

土木費
2,779,245
（9.4％）

衛生費
2,707,550
（9.2％）

教育費
1,924,720
（6.5％）

消防費
1,088,389
（3.7％）

議会費
206,986（0.7％）

その他
84,248（0.3％）

諸収入
262,826（0.9％）

分担金および負担金
152,967（0.5％）

使用料および手数料
313,271（1.1％）

繰入金・財産収入など
2,124,023（7.2％）

地方交付税
10,617,986
（36.0％）

国庫支出金
4,139,705 
（14.1％）

県支出金
2,887,693
（9.8％）

市債
4,135,200
（14.0％）

その他
（地方消費税交付金など）
1,154,159
（3.9％）
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　市では、交流と賑わいを創出するまちづくりの拠点と
なる「愛野コミュニティセンター（仮称）」について、
平成31年秋ごろの開所に向け整備を進めています。
　多くの市民の皆さんに親しまれる施設となるよう、名
称を募集します。

【応募資格】
市内に在住、在勤、在学の方（2点まで応募可）

【募集期間】
5月1日（火）～6月8日（金）

【応募方法】
　応募にあたっては、名称（ふりがな）、名称の説明（理由、意味など）、氏名（ふりがな）、年齢、郵便番号、住
所、電話番号、高校生以下の人は学校名を明記のうえ、以下のいずれかの方法で応募してください。
　応募用紙を応募箱へ投函/応募用紙の郵送（封書）/FAX/メール/雲仙市ホームページ

【賞】
　・最 優 秀 賞（1点）　　雲仙市商工会ゆめみらい商品券　3万円分　（高校生以下は図書カード3万円分）
　・優  秀  賞（4点）　　図書カード5千円分
　※優秀賞が選考されない場合もあります。
　※最優秀賞の名称が重複した場合は抽選により受賞者を決定します。

【決定・結果発表】
　選考委員会において審査のうえ採用作品を決定し、市ホームページなどで発表します

【応募先及び問合せ先】
〒859-1107　長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地　雲仙市　総務部　政策企画課
☎ 0957-38-3111　　FAX 0957-38-3514　　Email　kikaku@city.unzen.lg.jp

　本年4月から新たに採用された26人の職員を紹介します。お見かけの際はぜひお声がけください。

「愛野コミュニティセンター（仮称）」の施設の名称を募集します！

雲仙市の新入職員を紹介します！

後列
農業委員会 収納推進課 財政課 政策企画課 生涯学習課 総合窓口課 地域振興課 福祉課

渡部 晋介 石川 貴章 峰 翔太郎 向井　遼 高原 勧秀 草野 創太 町田 義也 田中 拓朗

中列
農林水産課 下水道課 水道課 商工労政課 子ども支援課 道路河川課 市民安全課 保護課 観光物産課

渡辺 勝嗣 山口 高史 髙橋 優歩 石川 洋行 大井手 亮太 小峰 隆将 寺尾 和生 濱西 晋悟 松坂 良太

前列
学校教育課 農林水産課 地域振興課 地域振興課 地域振興課 税務課 監理課 健康づくり課 秘書広報課

髙木 秀太 黒川 康介 楠田 菜々子 木嶋 柚里佳 黒田 流石 中村　文 宮﨑 あすか 宮崎 咲智 林田 将斗
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■雲仙・南島原保健組合からのお知らせ■

■長崎県ではカネミ油症認定患者の方を対象に健康実態調査を実施しています■

公立新小浜病院実施設計が完成しました。
新たに透析部門等を設置し地域の皆さまのニーズにお応えします。

【病院概要】
［診療科目］ 一般内科、消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、
 腎臓内科、放射線科、一般外科、整形外科、形成外科、
 脳神経外科、リハビリテーション科、精神科、神経内科

［病床数］ 150 床　（一般病床90床、療養病床60床）
 

【今後の予定】
・建設工事　 平成30年度から平成31年度
・開　　院 　平成31年度末（予定）

詳しくは、雲仙・南島原保健組合ホームページをご覧下さい。

　県から調査に関する通知が届いていない方で、調査にご協力いただける方は県生活衛生課にご連絡ください。
※ご協力いただいた方には、健康調査支援金が支給されます。
調査対象　平成30年3月31日までに油症の認定を受けている方。
締　　切　平成30年6月30日（土）消印有効

お問合わせ・申込　長崎県生活衛生課　☎095-895-2364

健診の種類によって対象者、自己負担金などが異なります。
詳しくは、世帯配布の「雲仙市健（検）診のお知らせ」または市HPをご覧ください。月の集団健診5

★胃がん検診・腹部エコー検査を受ける方は、前日の午後9時以
降は飲食不可（※午前のみの検診となります）。

今年度から大腸がん検診が無料です！（集団健診のみ）

※  ◆　  　の日は胃がん検診・腹部エコー検査も受診できます

問 特定健診・後期高齢者健診   総合窓口課   保険年金班 ☎38-3111
　 がん検診・若年者健診　など  健康づくり課   健康推進班 ☎36-2500

集団健診会場では、歯科衛生士による
無料歯科相談実施中！ご利用ください。

町 実施日 受付時間 会　　場

小
浜
町

　5月 8日 火 12：30～14：30 富津漁民センター

　5月 9日 水 12：30～14：30 小浜体育館

◆5月10日 木 8：00～10：00

小浜体育館◆5月11日 金 8：00～10：00

◆5月13日 日 8：00～10：00

国
見
町

　5月16日 水 12：30～14：30 国見町文化会館

◆5月17日 木 8：00～10：00

国見町文化会館◆5月18日 金 8：00～10：00

◆5月20日 日 8：00～10：00

　5月21日 月 12：30～14：30 神代研修センター

◆5月22日 火 8：00～10：00 神代研修センター

健（検）診種類 対象者 料金

午前
午後
実施

特定健診 40～74歳の
国保加入者 無料

後期高齢者健診 75歳以上 無料

健康診査 40歳以上の
生保受給者 無料

若年者健診 20～39歳 700円

大腸がん検診 20歳以上 無料

結核・肺がん検診 20歳以上 無料

前立腺がん検診 40歳以上 500円※

肝炎ウィルス検診 40歳以上 200円※

午前
のみ
実施

胃がん検診★ 20歳以上 500円※

腹部エコー検査★ 20歳以上の
5歳ごとの年齢 1,300円※
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5月31日は世界禁煙デーです

平成30年度　HIV夜間・即日検査を実施します

問　健康づくり課　☎36-8911

問・予約　県南保健所　地域保健課　☎62-3289

COPDってご存知ですか？
　COPD（慢性閉塞性肺疾患）とは肺に慢性的に炎症がおきて呼吸がうまくできなくなってしまう病気です。

　喫煙者の約半数以上がCOPDを発症するとい
われています。
　また、喫煙開始年齢が若ければ若
いほど、COPDになる可能性があ
ります。
　喫煙していなければ、COPDに
かかる心配は、ほとんどありません。

　COPDの進行とともに肺の機能が低下し、
呼吸しづらく、息苦しくなります。
すると生活を送る中で、思うように動
けなくなったり、常に酸素吸入が必要
となる場合があります。

　主な原因は喫煙です。
　その他では、受動喫煙、
大気汚染なども原因と考え
られています。

COPDとは？

COPDの原因は？

若いときから喫煙しているとなりやすい？

COPDの症状の特徴は？

放っておくと、どうなるの？

自覚症状が出はじめた頃は、かぜと誤解される
こともあります

慢性的なせき、たん 以前と比べ、息切れ
しやすく
なった

COPDになってしまうと、肺自体の機能が低下し、肺を元の状態に戻すことは出来ません。
「肺の生活習慣病」とも呼ばれており、喫煙している人は1日も早く禁煙することが大切です。
また症状がある人は早めに病院を受診しましょう。

　厚生労働省は、毎年5月31日～6月6日を「禁煙週間」と定め、禁煙の普及・啓発に努めています。また、5
月31日は世界保健機構（WHO）が制定した「世界禁煙デー」です。喫煙が健康に及ぼす影響として、もう１
つ重要なのは「受動喫煙」です。多くの方が集まる場での喫煙について考えてみましょう。

開催日時　6月1日（金）午後2時～8時（受付午後7時30分まで）

※検査は無料・匿名にて実施します。
※必ず、前日までに事前予約をしてください。
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ホッ
とホッ

と

雲仙市
男女共同参画
センター
（地域づくり推進課内）
 　☎３8-３１１１

問

くらしの情報通信
雲仙市消費生活センター　☎0957-38-7830

Case 14 クレジットカードの素朴な
ギモン②～支払い方法の違い～

今月のテーマ

雲仙市家庭教育7か条を制定しました

保育士資格を持っている皆さん、保育の現場で働きませんか？

STOP！DV（ドメスティック・バイオレンス）

　親子が共に学び育ちあう「家庭教育」
を地域全体で応援する、そんな「やさ
しい社会」が子どもたちの ｢未来｣ を
育んでほしいという願いから7つの項
目にとりまとめました。今月は第1条
から第3条を掲載します。家庭や学校、
地域で取り入れ「子どもの心に届ける
ぽかぽかことば」があふれるよう、み
なさまのご協力をお願いします。　

　配偶者からの暴力(DV)は犯罪となる行為をもふくむ重大な人権侵害です。
　被害者は暴力により、骨折や打撲、ケガなどの身体的な影響を受けるにとどまらず、PTSD(心的外傷後
ストレス障害)に陥る、うつ病になるなど精神的な影響をうけることもあります。また、加害者に殺意を抱
いたり、自殺を考えたりすることもあります。
　子どもは暴力を目撃することで、さまざまな心身の症状が表れます。DVが起こっている家庭で育った子
どもは、自尊心が乏しく自己肯定感が失われてしまいがちです。
　子どもの目の前で配偶者に暴力を振るうことは児童虐待に当たります。
　さまざまな機関で被害者を支援しています。相談してください。
■長崎県配偶者暴力相談支援センター…… 095-846-0560
■長崎県男女共同参画推進センター……… 095-822-4730
■県警本部ストーカー・DV相談 ………… 095-820-0110（内線3043または3044）

問　子ども支援課　☎36-2500

問　子ども支援課　☎36-2500

問　生涯学習課　☎37-3113

問　子ども支援課　☎36-2500

問　長崎県社会福祉協議会　保育就職貸付担当　☎　095-894-4027
　　詳しくはホームページ    長崎県保育士就職準備金等貸付   ☜

パパさん、ママさんの保育士復帰を応援します！
未就学児をもつ保育士に対する保育料の一部
貸付のご案内です。

保育の仕事へ再就職する方を応援します！
★ 今年度で募集は終わります！ ★
就職に必要な資金を最大20万円貸し付けます。
2年間勤務で返還免除します。

対　象　者

未就学児をもつ保育士で、下記のいずれかを
満たしている人。
○県内の「保育所等」に新たに勤務をする。
○ 現在雇用されている「保育所等」において、

産後休暇または育児休業から復帰をする。

以下の条件のいずれかを満たしている人。
保育士登録後1年以上経過している。
保育士を離職後1年以上経過、または保育士と
しての勤務経験がない。
県内の ｢保育所等｣ に新たに勤務をする。

貸
付
条
件

期　間 勤務開始日より１年間を限度 −
金　額 月額保育料の半額(27,000円を上限)。 就職の際に必要な金額20万円以内。
利　子 無利子
連帯保証人 １名

返還免除 県内の ｢保育所等｣ に2年間引き続き勤務すれば返還が免除になります(週20時間以上の勤務)。
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雲仙市
男女共同参画
センター
（地域づくり推進課内）
 　☎３8-３１１１

問

くらしの情報通信
雲仙市消費生活センター　☎0957-38-7830

Case 14 クレジットカードの素朴な
ギモン②～支払い方法の違い～

今月のテーマ

リボ払いでは、月々の返済額が一定のため多額の借金があることを忘れがちになります。また、借金中に新た
な借入れができてしまうため多重債務になりやすいです。複数の借入れをすると、いつまでも返済が終わらな
いといった危険も潜んでいます。支払い方法の違いを理解し、計画的に利用しましょう。

　クレジットカードの返済方法にはいくつかの種類があり、返済回数や手数料（金利）がかかるなど違いがあり
ます。今回は、この支払い方法の違いについてお話します。
●一括払い…1回で全額返済する方法。手数料はかかりません。
●分割払い…複数回に分けて返済する方法。月々の返済額は少なくなりますが、手数料がかかります。
●リボ払い… リボとはリボルビングの略で、カード残高に応じて毎月の支払額か支払う率を決めて返済していく方法。利用

限度額内であれば追加で利用できますが、借入金額が増えれば返済回数が増え、支払う手数料総額も増えます。

5万円の商品を購入する場合の支払い総額の違いを見てみよう
★一括払いの場合　【手数料】　なし　【支払い総額】　5万円
★分割払い（5回の分割、手数料1.5％）の場合

★リボ払い（毎月1万円の定額払い、手数料1％）の場合

　
今
回
は
、
女
性
自
治
会
長
の
川
原　
安

惠
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
川
原
さ
ん
は
、
平
成
7
年
4
月
か
ら
23

年
間
に
渡
り
小
浜
町
田
之
中
自
治
会
長
を

務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
に
は
自

治
会
長
と
し
て
の
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
長
崎
県
民
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
原
さ
ん
が
自
治
会
長
に
な
ら
れ
た

き
っ
か
け
は
、
前
任
の
自
治
会
長
が
体
調

を
崩
さ
れ
、
自
治
会
配
布
な
ど
の
仕
事
を

手
伝
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
自
然
に
後
任
に

と
ま
わ
り
か
ら
推
薦
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
ま
わ
り
が
辞
め
さ
せ
て
く
れ
な
い
」、

「
今
年
は
、
変
わ
ら
ん
ば
」
と
、
お
っ
し
ゃ

る
川
原
さ
ん
で
す
が
、
困
っ
て
い
る
人
が

い
る
と
放
っ
て
お
け
な
い
性
格
の
よ
う
で
、

近
所
の
1
人
暮
ら
し
で
運
転
が
で
き
な
い

人
の
病
院
へ
の
送
迎
を
さ
れ
た
り
、
障
が

い
が
あ
る
人
の
相
談
に
の
ら
れ
た
り
と
お

忙
し
い
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
路

清
掃
な
ど
の
力
仕
事
に
つ
い
て
は
、
男
性

の
力
を
借
り
な
が
ら
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、

「
お
か
げ
、
お
か
げ
で
で
す
よ
」
と
ほ
が
ら

か
な
川
原
さ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
女
性
活
躍
を
推
進
す
る

雲
仙
市
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
お
元
気

で
地
域
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
本
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
、
人
口
減

少
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
自
治
会
に
お
い
て
も
、
役
員
の
な
り
手

が
な
く
て
困
ら
れ
た
り
、
以
前
は
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
や
若
い
人
が
参
加
さ
れ
賑

わ
っ
て
い
た
自
治
会
の
行
事
も
参
加
者
が

い
な
い
な
ど
、
自
治
会
活
動
が
以
前
の
よ

う
に
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
地
域
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
29
年
度
、
市
内
の
自
治
会
長
２
４
１

人
の
う
ち
女
性
の
人
数
は
４
人
で
す
。

　
将
来
も
自
治
会
活
動
を
持
続
し
て
い
く

た
め
に
は
、
活
動
や
役
員
の
あ
り
方
を
見

直
し
な
が
ら
住
民
が
参
画
し
や
す
い
自
治

会
活
動
を
進
め
、
担
い
手
を
一
部
に
偏
る

こ
と
な
く
、
男
女
を
問
わ
ず
幅
広
い
年
齢

層
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
多
様
化
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
女
性
自
治
会
長
の

川か
わ
原は
ら

　
安や
す
惠え

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

夢のかたち、未来のかたち
ハートフル☆ピープル　№014

小浜の湯まつりに自治
会で参加されていたと
きの様子。「子どもが
減った」と、少子化を
肌で感じていらっしゃ
いました。

手数料 毎月の支払額 支払い総額
5万円×1.5％＝750円 5万750円÷5回＝1万150円 5万750円

回数 手数料 毎月の支払額 支払い総額
1回目 5万円×1％＝500円 1万500円

5万1500円
2回目 4万円×1％＝400円 1万400円
3回目 3万円×1％＝300円 1万300円
4回目 2万円×1％＝200円 1万200円
5回目 1万円×1％＝100円 1万100円
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バ
ッ
ク
の
ア
ミ
は
基
本
月
カ
ラ
ー
■
50
％
と
■
20
％
で
す
が
、最
近
は
■
10
0％
と
■
25
％
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

バ
ッ
ク
の
ア
ミ
は
特
殊（
12
月
）月
カ
ラ
ー
■
10
0％
［
白
抜
き
文
字
あ
り
］と
■
25
％

休
日
在
宅
歯
科
医
当
番
医

5月
　
健
康
テ
レ
ホ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

長
崎
県
保
険
医
協
会

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】 
☎
01
20
－
55
5－
20
3（
携
帯
電
話
不
可
）

【
長
崎
】 
☎
0
9
5－
8
2
6－
5
5
1
1

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談（
P
H
S、
IP
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
電
話
相
談

市
教
育
委
員
会「
親
子
ホ
ット
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
01
20
－
96
－
79
47

市
福
祉
事
務
所「
家
庭
ホ
ット
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
01
20
－
92
8－
47
1

県
教
育
委
員
会「
24
時
間
子
供
SO
Sダ
イ
ヤ
ル
」 
☎
01
20
－
0－
78
31
0

県
医
療
政
策
課「
小
児
救
急
で
ん
わ
相
談
」 （
午
後
6時
～
午
前
8時
、日
祝
日
全
日
） ☎
＃
80
00

県
南
保
健
所
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
☎
09
57
－
62
－
32
89

（
診
療
時
間
／
午
前
9時
～
12
時
）

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

3日 4日 5日 6日

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
串
山
町

68
-3
87
2

82
-2
25
5

68
-0
01
1

82
-4
18
2

62
-5
02
6

82
-3
53
5

62
-4
57
9

88
-3
21
5

松
本
歯
科
医
院

前
川
歯
科
医
院（
西
有
家
）

松
井
歯
科
医
院

有
家
ふ
る
せ
歯
科
口
腔
クリ
ニ
ック

吉
田
歯
科
医
院

小
嶺
歯
科
医
院（
有
家
）

大
場
歯
科
医
院

馬
場
歯
科
医
院

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

13
日

20
日

27
日

  3
日

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

65
-0
23
3

85
-2
04
5

64
-6
48
0

87
-2
26
3

64
-5
07
7

87
-4
54
7

62
-1
18
0

87
-3
16
3

ま
つ
お
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

菅
歯
科
医
院

高
城
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

田
口
歯
科
医
院（
加
津
佐
）

ま
き
歯
科

立
川
歯
科
医
院

宮
崎
歯
科
医
院

山
崎
歯
科
医
院

血
圧
サ
ー
ジ

大
腿
骨
頚
部
骨
折

小
児
の
救
急
シ
リ
ー
ズ
⑥
咳

後
鼻
漏
と
後
鼻
漏
感

高
齢
者
の
精
神
衛
生

妊
娠
中
は
ど
れ
く
ら
運
動
し
て
い
い
の
？

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土・
日
曜
日

21
日

2５
日

1日4/
6/

長
崎
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　
き
ら
り
あ

※
一
般
相
談
窓
口
　
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
祝
日・
年
末
年
始
除
く
）

　
女
性
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
男
性
相
談
窓
口
　
受
付
時
間
　
毎
月
第
２・
４
水
曜
日
　
午
後
６
時
～
午
後
９
時

　
男
性
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

家
庭・
職
場・
人
間
関
係

な
ど
に
関
す
る
電
話
相
談

一
般
相
談
窓
口
 
☎
09
5‒
82
2‒
47
30

男
性
相
談
窓
口
 
☎
09
5‒
82
5‒
96
22

■
軽
自
動
車
税（
全
期
）

■
固
定
資
産
税（
第
1期
）

　
納
期
は
、5
月
31
日（
木
）で
す
。

今
月
の
税

 日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
  

 
1 

2 
3 

4 
5

 6
 

7 
8 

9 
10
 

11
 

12

 1
3 

14
 

15
 

16
 

17
 

18
 

19

 2
0 

21
 

22
 

23
 

24
 

25
 

26

 2
7 

28
 

29
 

30
 

31

　
　

　
●
視
覚
障
害
者
生
活
訓

練（
午
前
1
0
時
～
午

後
2
時
、愛
野
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
）※
詳
細

P
18

　
愛
野
記
念
病
院

　（
愛
野
町
36
-0
01
5）

　
松
藤
整
形
外
科

　（
小
浜
町
74
-2
00
6）

　
愛
野
記
念
病
院

　（
愛
野
町
36
-0
01
5）

　
公
立
新
小
浜
病
院

　（
小
浜
町
74
-2
21
1）

　
愛
野
記
念
病
院

　（
愛
野
町
36
-0
01
5）

　
公
立
新
小
浜
病
院

　（
小
浜
町
74
-2
21
1）

　
太
田
整
形
外
科

　（
国
見
町
78
-5
41
3）

　
公
立
新
小
浜
病
院

　（
小
浜
町
74
-2
21
1）

　
●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

（
吾
妻
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
行
政
相
談（
午
前
9
時

30
分
～
正
午
、国
見
総

合
支
所
、午
後
1時
～
4

時
、千
々
石
総
合
支
所
）

●
遺
言・
契
約
等
法
律
相
談（
午

後
1時
～
4時
、市
役
所
本
庁
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

（
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
視
覚
障
害
者
生
活
訓
練（
午
前

10
時
～
午
後
2時
、愛
野
保
健

福
祉
セン
ター
）※
詳
細
P1
8

●
行
政
相
談（
午
後
1
時

～
4
時
、小
浜
総
合
支

所・
南
串
山
総
合
支
所
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　 （
国見
農村
環境
改善
セン
ター
）

●
人
権
よ
ろ
ず
相
談（
午

前
9
時
～
正
午
、愛
野

総
合
支
所
）

●
行
政
相
談（
午
前
9
時

～
正
午
、瑞
穂
総
合
支

所・
市
役
所
本
庁
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
愛
野
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

　

　
松
本
内
科
医
院

　（
国
見
町
65
-3
33
3）

　
菅
医
院

　（
小
浜
町
74
-2
45
7）

●
雲
仙
市
中
学
校

　
総
合
体
育
大
会

　（
球
技
、武
道
）2
日
目

　
松
本
内
科
医
院

　（
国
見
町
65
-3
33
3）

　
松
島
外
科

　（
小
浜
町
74
-4
38
8）

●
障
害
者
巡
回
相
談（
午

後
1
時
3
0
分
～
4
時
、

雲
仙
市
福
祉
事
務
所
）

※
詳
細
P
18

　

●
２
歳
児
親
子
歯
科
健
康
診

査・
妊
産
婦
歯
科
健
診（
午
後

１時
～
、午
後１
時１
５分
～
、

愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
行政

相談
（午

前９
時３
０分
～正

午、
国見

総合
福祉
セン
ター
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時
～４

時
、千
々
石
総
合
支
所
）

●
1
歳
6
か
月
児
健
康
診

査（
国
見
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
）

●
行
政
相
談（
午
後
1
時

3
0
分
～
4
時
、愛
野
総

合
支
所
）

　
●
パ
パ
マ
マ
ひ
ろ
ば（
午

後
1
時
～
、愛
野
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
長
田
医
院

　（
瑞
穂
町
77
-3
62
2）

　
京
泊
馬
場
医
院

　 （
南
串
山
町
88
-2
05
0）

　
　

●
1歳
6か
月
児
健
康
診

査（
千
々
石
保
健
セ
ン

タ
ー
）

●
1歳
6か
月
児
健
康
診

査（
瑞
穂
町
公
民
館
）

　
　

　
よ
こ
た
医
院

　（
瑞
穂
町
77
-2
00
0）

　
天
野
医
院

　（
千
々
石
町
37
-2
01
5）

　
●
1歳
6か
月
児
健
康
診

査（
小
浜
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

　
　

　
　

12
11
10
9月

日5月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

う
ん
ぜ
ん

（ 写 真 提 供 ）

雲 仙 市 花 き 振 興 協 議 会

カ ー ネ ー シ ョ ン

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

医●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
10
:3
0、
12
月
の
対
象
/H
27
.1
2～
H
28
.7

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、市
民
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
原
爆
被
爆
者
健
診
の
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
健
康
事
業
団
　
健
診
事
業
課
　
☎
0
9
5
7
-4
3
-7
1
3
1

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

み
ど
り
の
日

憲
法
記
念
日

こ
ど
も
の
日

文
化
の
日体
育
の
日

成
人
の
日

元
日

振
替
休
日

● ● ● ● ● ●

12
日（
火
）～
16
日（
土
）　
　
●
小
浜
地
区
集
団
健
診（
小
浜
体
育
館
）　
※
詳
細
P1
3

●
第
8回
雲
仙
市
民
音

楽
祭（
午
後
1時
～
、

国
見
町
文
化
会
館
）

●
雲
仙
市
湯・
YO
Uマ
ラソ

ン
大
会（
午
前
9時
～）

体
育
の
日

建
国
記
念
の
日

勤
労
感
謝
の
日

天
皇
誕
生
日

山
の
日 昭
和
の
日

春
分
の
日

敬
老
の
日

秋
分
の
日

※
遺
言・
契
約
等
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。（
受
付
/午
後
1時
～
1時
15
分
）

●
午
前
の
相
談（
受
付
/午
前
9時
30
分
～
10
時
30
分
、5
月
の
対
象
/H
29
.5

～
H
29
.1
2生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
。（
受
付
/午
後
1時
30
分
～
1時
45
分
）

●
の
お
問
合
せ
は
、地
域
づ
くり
推
進
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

遺
言・
契
約
等
法
律
相
談
は
予
約
制（
予
約
先：
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
38
-7
83
0）
で
す
。

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

医●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。（
受
付
/午
後
1時
～
1時
15
分
）

●
午
前
の
相
談（
受
付
/午
前
9時
30
分
～
10
時
30
分
、4
月
の
対
象
/H
29
.4

～
H
29
.1
1生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
。（
受
付
/午
後
1時
30
分
～
1時
45
分
）

●
の
お
問
合
せ
は
、地
域
づ
くり
推
進
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

医

医医 医医

医医

医医

医医

医 医医医

医医



　5月に入ると、雲仙の山はピンクの花で彩られます。ミヤマキリシマは背の低いヤマツツジの一種で、小さな花
が密集して咲きます。また、樹によって咲く花の色が微妙に異なるという特徴があります。ミヤマキリシマは、その
名の通り、霧島連山をはじめ、阿蘇や九重、そして雲仙といった九州の火山地域を中心に群落をつくります。各地域
で天然記念物に指定されているこの樹は、なぜ九州の火山地域に群落をつくるのでしょうか。
　ミヤマキリシマは日の光を好む典型的な陽樹です。しかし背が低いため、背の高い樹に覆われると十分な日光が
獲得できなくなり、枯れてしまいます。そのためミヤマキリシマは、他の背の高い樹が生えられないような過酷な
環境―土砂が移動する不安定な場所、九州であるにもかかわらず寒い場所、時に火山活動の影響が及ぶ場所など―
を選び、そこに群落をつくります。言い換えれば、ミヤマキリシマの美しい群落を維持するためには、火山活動が必
要なのです。
　敢えて逆境に挑み続けるチャレンジャーは、その芯の強さを見せつけることなく、今年も美しく山を染め上げます。

問　島原半島ジオパーク協議会　☎0957-65-5540

九州の火山を彩るチャレンジャー
―ミヤマキリシマ―

第20回ジオ空
ぞら
教室開催！

　島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらをつくりだしたジオの魅力を、各分野の専門家が毎月やさしく紹
介します。ふるってご参加ください！
日　時：5月26日㈯　午後１時30分～３時
場　所：がまだすドーム（雲仙岳災害記念館）２階ワンダーラボ（島原市平成町1-1）
参加費：500円（実験代）
講　師：長井 大輔 氏 （がまだすドーム展示運営主任）
題　目：新しくなったがまだすドームを楽しもう！ ～楽しい実験で火山の仕組みを学ぶ～
内　容：火山に関する実験やワークショップを通じて、楽しみながら火山の仕組みを学びます。

仁田峠にみられるミヤマキリシマの群落

（「ジオセミナー」から「ジオ空教室」に名称が変わりました。）
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雲仙市図書館14周年記念イベントを開催します！
　5月30日に雲仙市図書館は開館14周年を迎えます。記念イベントを次により開催しますので、お誘いあわせのう
え、ぜひご来場ください。
日にち 5月26日㈯
内　容 午前10時30分～11時30分	 おはなし会		出演：おはなしのへや	ぐりとぐら

午後1時30分～ 3時	 つくってたのしい♪おりがみ教室
	 ①かわいい小物入れをつくろう　講師：大久保	良子	氏
	 ②紙飛行機を作って飛ばそう　　講師：栗原	賢二	氏
＊おりがみ教室に参加される場合は、申し込みが必要です（募集はどちらも20人まで）。
　申込期間：5月3日㈭～22日㈫

場　所 国見町文化会館

　安政4年（1857）多比良村に生まれ、早くから鉄道の重要性に着眼し島原半島に鉄道敷設を
企画しました。苦難の末、明治44年、本諫早－愛野村間に鉄道を開通させました。その後、島
原鉄道および口之津鉄道・温泉鉄道・小浜鉄道を設立し島原半島鉄道網の整備を進めました。
大正3年、島原鉄道株式会社初代取締役社長に就任し、昭和15年には初代島原市長となりました。
　鉄道開通時に国から払い下げを受けた車両には、明治5年わが国最初の蒸気機関車として東
京（新橋）－横浜間を走った機関車（1号機関車）が含まれていました。この1号機関車は、重要文
化財として埼玉県さいたま市にある鉄道博物館に保管されています。
　次回は、女流画家　栗

くりはらぎょくよう

原玉葉氏を紹介します。

雲仙市の人物伝2．　　植
うえ
木
き
　元
もと
太
た
郎
ろう
　－国見町－を紹介します。

問　生涯学習課　文化財班　☎37-3113

UNZEN市民講座 『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか？
申込み受付は、平日午前9時～午後5時までです。
皆さんのご応募お待ちしています。

【日　時】　6月1日・8・22・29日
　　　　（金曜日 全4回）午後1時30分～4時

【対　象】　一般　　　【定　員】　10人
【講　師】　山中	凱

よし
和
かず
	氏　（長崎県美術協会理事）

【費　用】　500円（画材、用紙代など）
【持参品】　絵の具一式、布切れ、お持ちの方は画板
【場　所】　国見農村環境改善センター
【申込先】　生涯学習課　国見駐在　☎78-1100
【申込期間】　5月7日㈪～5月25日㈮

　静物画や風景を描き、絵を描く楽しさを人生のプラスにしましょう。

大人の水彩画

【日　時】　5月26日㈯　午後7時30分～9時（小雨決行）
【対　象】　小学生以上（高校生までは保護者同伴での参加）
【定　員】　15人（先着順）	 【講　師】　竹田	満輝	氏
【費　用】　無料	 	 【持参品】　懐中電灯、雨天時は雨具
【集合場所】　瑞穂町岩戸小学校駐車場
【開催場所】　岩戸地区	西郷川護岸
【申込先】　瑞穂町公民館　☎77-2125
【申込期間】　5月7日㈪～5月22日㈫

　毎年恒例の『ホタルの鑑賞会』を、今年は自然豊かな瑞穂町
岩戸で開催します。この時期にしか見ることのできない幻想的
な「ゲンジボタル」を間近で見てみませんか？観察しながらホ
タルに関する豆知識も楽しく聞くことができます。

ホタルの鑑賞会
～岩戸のホタルに会いに行こう～

【日　時】　5月15・22・29日、6月5・12・19・
　　　　　26日、7月3・10・17日
　　　　（火曜日　全10回）　午後7時30分～9時

【対　象】　一般（基本的な読み書きが出来パッチムが理解できる人）
【定　員】　20人（先着順）
【講　師】　崔　誠恩（チェソンウン）	氏　国際交流員
【費　用】　無料　　【持参品】　筆記用具
【場　所】　吾妻町ふるさと会館
【申込先】　生涯学習課　吾妻駐在　☎38-3108
【申込期間】　5月1日㈫～5月14日㈪

　国際交流員の崔誠恩さんに基礎的な韓国語や韓国文化につい
て学びます。

韓国語教室
～初級　レベルアップ編～

【日　時】　5月15・22・29日、6月5・12・19・
　　　　　26日、7月3・10・17日
　　　　　（火曜日　全10回）　午後1時30分～3時

【対　象】　一般		（簡単な会話のできる人）　　【定　員】　10人
【講　師】　崔　誠恩（チェソンウン）	氏　国際交流員
【費　用】　無料　　【持参品】　筆記用具
【場　所】　吾妻町ふるさと会館
【申込先】　生涯学習課　吾妻駐在　☎38-3108
　　　　　千々石町公民館　☎37-2520

【申込期間】　5月1日㈫～5月14日㈪

　簡単な会話のできる人を対象にした韓国語教室

ドラマで学ぶ韓国語　～会話～

問　雲仙市図書館　☎78-3977

17 ● 広報うんぜん
平成30年5月



市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

のお知らせ福祉
視覚に障害のある人に生活訓練への	
参加PRをお願いします！
　視覚に障害のある人を対象に、日常生活向上のための
支援を行っています（参加費無料）。雲仙市福祉事務所
から愛野保健福祉センター間はマイクロバスでの無料送
迎も行っています。

【期日場所】　5月2日㈬、9日㈬
　　　　　　愛野保健福祉センター

【時　　間】　午前10時～午後2時（点字訓練）

障害者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」（市委託事業者）は、
巡回相談を行っています。お気軽にご相談ください。

【期日場所】　5月14日㈪　雲仙市福祉事務所
【時　　間】　午後1時30分～午後4時（予約不要・無料）

通学支援事業について
　「通学支援事業」は、特別支援学校（小・中学部・高等部）への通学に係る保護者の負担軽減や、
児童・生徒の自立促進を目的とした事業です。児童・生徒が安心、安全に通学できるよう、通学
時にヘルパーが付き添い、障害の程度や特性に応じて必要な支援を行います。
　保護者からは、「この制度を活用してヘルパーさんに自宅から学校間の往復を付き添っていた
だいています。経済的な負担はありますが、私も働く時間が確保され、心の余裕もでき、大変助かっ
ています。安心安全に通学できるのが一番ありがたいです。とても良い事業に取り組んでいただ
いて感謝しています」との声をいただいています。詳しくは福祉課までご相談ください。

広報うんぜん音声CDの貸出と配布に
ついて
【音訳CDの貸出】
　「広報うんぜん」をCDに録音したものを、無料で貸し
出します（貸出期間は2週間です）。

（貸し出し場所）
　福祉課・総合窓口課・各総合支所地域振興課・雲仙市

図書館および各公民館図書室
【音訳CDの配布】
　「広報うんぜん」の音声CDを、身体障害者手帳（視覚
に障害のある人）をお持ちの人には無料で配布していま
す。ご連絡ください。
　利用される方は、市役所・福祉事務所・各総合支所の
窓口でお受け取りください。

問 福祉課高齢障害班
☎36-2500

　広報うんぜん4月号でもお知らせしましたが、「平成30年度夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」が7月31日
㈫愛野運動公園で開催されます。
　雲仙市教育委員会では、この体操会のPRやラジオ体操の市内普及を目指した取り組みとして、市スポーツ推進
委員で構成するラジオ体操指導員の派遣を行っています。ご希望がありましたらスポーツ振興課までご相談くだ
さい。
　これまでの派遣例　：　各種スポーツイベントでの準備運動
　　　　　　　　　　　市内小学校運動会での準備運動に向けた指導
	 問　スポーツ振興課　☎37-3113

■ラジオ体操指導員を派遣しています

北串小学校での様子

● 広報うんぜん
平成30年5月 18



市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　長崎県内では、冬季から春季にかけて「光化学オキシダント」が、春季や秋季に「PM2.5」の濃度が高くなる傾向に
あります。これらが生活環境に影響を及ぼす可能性がある濃度に達した場合、市の防災無線などを通じてお知らせ
しています。

【光化学オキシダントとは？】
　工場の煙や自動車の排気ガスに含まれている大気汚染物質が、太陽の紫外線により化学反応を起こして発生す
る物質で、光化学スモッグの原因となります。人によっては、目やのどが痛くなったりすることがあります。

【PM2.5とは？】
　大気中に浮遊する、大きさが2.5μm（1μm=1mmの千分の1）以下の非常に小さな粒子のことです。燃焼などに
よって直接排出されるものと、大気汚染物質が化学反応により粒子化したものがあります。
　粒子の大きさが非常に小さいため、肺の奥深くまで入りやすく、ぜんそくや気管支炎などの呼吸器系疾患や循環
器系疾患などのリスクを上昇させると考えられます。

	 問　環境政策課　☎38-3111

■光化学オキシダント・PM2.5にご用心

　毎月の保険料に付加保険料（任意）をプラスして納めると将来、受け取る年金額が増やせる「付加年金制度」があ
ります！

■国民年金からのおしらせ

■平成30年工業統計調査を実施します
　6月1日は、「人権擁護委員の日」です。
　家庭内のもめ事や隣近所とのトラブルなど皆様の悩
みや心配ごとを人権擁護委員に相談してみませんか？
　相談は無料で、秘密は厳守されますのでお気軽にご
相談ください。

開設場所 実施日 相談時間
国見町文化会館

6月1日
㈮

午前10時～
午後3時

瑞穂町公民館
吾妻町ふるさと会館
愛野総合支所
千々石保健センター
小浜老人福祉センター
南串山保健福祉センター

問　地域づくり推進課　☎38-3111

■特設人権相談所を開設します
　工業統計調査は我が国の工
業の実態を明らかにすること
を目的とした、統計法に基づ
く報告義務がある重要な統計
です。
　調査結果は中小企業施策や
地域振興などの基礎資料とし
て利活用されます。
　調査時点は平成30年6月1
日です。
　調査票へのご回答をお願い
します。
問　政策企画課　☎38-3111

◇注意点◇
1．納付を希望される方は手続きが必要で、保険料は申し込んだ月分からの支払いとなります。
2．納期限は「翌月末日」と定められています。
3．納期限を経過した場合でも、期限から2年間は付加保険料を納めることが出来ます。
4．付加保険料を納付することを希望しない場合は「付加保険料納付辞退申出書」の提出が必要です。
5．国民年金基金に加入されている方は付加保険料を納めることは出来ません。

問　ねんきんダイヤル	 ☎0570-05-1165（ナビダイヤル）　　　　諫早年金事務所　☎0957-25-1662
　　総合窓口課保険年金班	 ☎0957-38-3111

濃度が高くなったら
　屋外での激しい運動を避け屋内に入りましょう。場合によっては、窓やカーテンを閉める措置も必要です。
また、規格や機種によっては、マスクや空気清浄機も有効な対策となります。

「付加保険制度の保険料と年金額」　　保険料…月額400円　　受取額…納付月数×200円
　例えば、
　毎月の保険料にプラス「400円」の付加保険料を40年間（20歳から60歳まで）納めていた場合に受け取る
　付加年金額は「200円×480月（40年）＝96,000円」
　⇒65歳から受給する老齢基礎年金に年額96,000円の付加年金が上乗せされます。
　なお、付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減額）はありません。

工業統計キャラクター・
コウちゃん

● 広報うんぜん
平成30年5月19
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　平成30年4月より、市内の下水道使用料などを以下のとおり統一しますのでお知らせします（新算定使用料の
額が旧算定使用料の額を超えた場合は、緩和措置として2年間の経過措置を設けております）。
【新　使用料（税抜価格）】
①市水道を使用した場合

項目 処理水量区分 料金単価
基本料金 0～5ｍ3 1,000円
超過料金 1ｍ3につき 120円

※雲仙、愛野地区については、統一により算定方法が変わります。
②自家水のみまたは市水道と自家水を併用して使用した場合（原則、下水道メーター器を設置）

下水道メーター器 自家水のみ 市水道と自家水を併用

設置できる 下水道メーター器の使用水量を
汚水量とする

市水道使用水量と下水道メーター器の
使用水量の合算

設置できない 認定水量　1人7㎥ 市水道使用水量と認定水量
1人2㎥の合算

※上記で算出した汚水量を基に①により使用料を算定。 問　下水道課　☎38-3111

■雲仙市下水道使用料等の統一について

　平成28年4月18日㈪から募集しております『平
成28年熊本地震災害義援金』につきましては、平
成31年3月22日㈮まで募集期間を延長しました。
　引き続き、皆様の温かいご支援ご協力をよろ
しくお願いします。
　　【途中集計結果】　2,543,432円
 （平成30年3月23日現在）　　

問　福祉課　☎36-2500

■	平成28年熊本地震災害義援金募集
期間を再延長しました　ひとり親家庭のお父さん、お母さんを対象に、ハローワーク

諫早の巡回相談が毎月第二水曜日に実施されます。職業相
談、職業紹介が雲仙市福祉事務所で受けられますので、就職
活動中の方、転職を考えている方、お気軽にご相談ください。
日　時　5月9日㈬		午前10時30分～午後3時15分
場　所　雲仙市福祉事務所（雲仙市役所千々石庁舎内）
対象者　ひとり親家庭のお父さん、お母さん
内　容　職業相談、職業紹介	※一人45分程度（要電話予約）

問　子ども支援課　☎36-2500

■ハローワーク諫早巡回相談が開催されます！

～ 平成30年度雲仙市魅力ある職場づくり支援事業費補助金～
対象者　市内に事業所を有する法人または個人事業主、団体
対象となる研修等・経費
　従業員の職場定着率の向上を目的として行われる人材育成のための研修や労働環境改善のための取組み、	
経営改革コンサル等講師謝金、印刷製本費、会場使用料、教材費、資格取得のための受講料・受験料など
要件　①法人や個人事業主、団体が負担する経費であること（従業員が負担する経費でないこと）
　　　②市の交付決定を受けた後に研修等を実施すること
補助金額
　対象経費の２／3以内※50万円を限度
　※年度内に何回も申請はできますが、合計50万円までとします。
　※予算額は500万円です。なくなり次第終了します。
　※詳しくは雲仙市ウェブサイトをご覧いただくか、お問い合わせください。	 問　商工労政課　☎38-3111

■	研修、資格取得、職場環境づくり等を応援します！

　・CDと楽譜の無料配布を行っています
「雲仙市の歌」の普及を図るため、CD（コピー版）と楽譜の無料配布を行っております
（歌詞については6月号で掲載予定です）。
【配布場所】	秘書広報課、各総合支所、生涯学習課駐在（楽譜のみ）

　・防災行政無線時報放送の音源を一部変更しました
4月1日より、午前８時の時報メロディーを、昨年完成した「雲仙市の歌」に変更しましたので、お知らせします。

 問　秘書広報課　☎38-3111

■	「雲仙市の歌」の普及を行っています

● 広報うんぜん
平成30年5月 20
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貸与条件　次の全てに該当することが必要です。
　　　　　・扶養者が1年以上雲仙市内に居住している者
　　　　　・学業および人物がともに奨学生としてふさわしい者
　　　　　・経済的な理由により修学困難な者
　　　　　※他の奨学制度との併願・併給は可。（ただし、独立行政法人日本学生支援機構との併給は不可）
対象学校　①　大学・大学院・短期大学・農業大学校
　　　　　②　高等専門学校・専修学校（専修学校設置基準による修業年限2年以上の学校）
　　　　　　　各種学校（各種学校規程による修業年限２年以上の学校）
　　　　　③　高等学校
貸与金額　①…月額20,000円以内　②…月額15,000円以内　③…月額12,000円以内
申込期間　4月２日㈪～5月18日㈮
申込方法　教育委員会総務課や生涯学習課各駐在に備え付けてある奨学資金貸付申込書（市ホームページからダ
ウンロードもできます）に必要書類を添付し、教育委員会総務課または各駐在に提出してください。
　募集要項など詳しくは市ホームページをご覧ください。	 問　総務課　☎37-3113

■平成30年度雲仙市奨学資金のご案内

　雲仙市では、一般競争入札により市有物品を売却します。
入札物品の内容　楽器（グランドピアノ、ドラムセット、コントラバス、クラシックギター）計10台
申込期間　5月10日㈭～25日㈮※閉庁日（土日・祝日）は除く。受付時間は、午前9時～午後5時
提出先　　財産管理課または各総合支所　※郵送の場合は、受付期間内に財産管理課必着で、簡易書留に限る
入札物件公開（下見会）　日時：5月22日㈫　午前10時～正午
　　　　　　　　　　　会場：旧北串中学校音楽室（雲仙市小浜町山畑369）
一般競争入札　日時：6月7日㈭　午後1時30分から受付　午後２時より入札
　　　　　　　会場：雲仙市役所本庁舎別館3階　会議室1
申込方法　財産管理課、各総合支所に備え付けの市有物品売払い入札実施要領をご覧になり、所定の一般競争入札
参加申込書に必要事項を記入し、申し込みに必要な書類等を添えてお申し込みください。
　※現状でのお引き渡しとなりますので、事前に現物をご確認ください。
売却条件など
　物品の搬出やその際に必要な対応などは全て落札者の負担で行うこと。
　引渡し方法は現状渡しとし、引渡し後の不調や故障については一切補償しません。
売却決定方法
　最低売却価格以上の最高の価格で入札をした人に売却します。
　※詳しくは雲仙市ホームページまたは市役所財産管理課・各総合支所備付の市有物品売払い入札実施要領をよ
くご覧ください。その他詳細については、財産管理課に問い合わせてください。

問　財産管理課　☎38-3111

■市有物品を公売します

　希望される方は必ず、募集要項をご確認のうえ、お申し込みください。（募集要項・申込書は雲仙
市ホームページまたは財産管理課、各総合支所地域振興課に備え付けてあります。）
対象施設　長浜海水浴場
委託金額　1,042,200円（税込）
業務委託期間　7月1日㈰～８月20日㈪
業務時間　午前８時30分～午後5時
販売営業　区域内での物品販売やレンタル業務を行う事ができる
業務内容　海水浴場開設期間中の監視等安全管理に関すること・海水浴場施設の維持管理に関すること　　など
応募資格　当該施設の管理運営業務を円滑かつ安定して遂行できる能力を有している「市内に住所を有する」法人
またはその他の団体（法人格は不問、個人は不可）で、法人税等について滞納がないこと　　など

申込方法　財産管理課、各総合支所地域振興課に備え付けの「管理運営業務申込書」に必要事項を記入し、必要書類
を添付の上、財産管理課または各総合支所地域振興課に提出してください。

申込受付期間　5月7日㈪～5月25日㈮	※午後5時締切　閉庁日（土・日・祝日）は除く。
	 問　財産管理課　☎38-3111

■平成30年度雲仙市海水浴場管理運営業務受託者を募集します。

● 広報うんぜん
平成30年5月21
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　市では、雲仙市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例および雲仙市放課後児童健
全育成事業実施要綱に基づき、放課後児童クラブを開設し、実施する施設（事業所等）を募集します。
事業内容　保護者が労働などにより昼間家庭にいない小学校に就学している児童の育成、指導に資するため、遊び
を主とする健全育成活動を行う児童クラブを設置し、児童の健全育成の向上を図る。

実施場所・募集の数　瑞穂地区　1事業所　/　小浜地区　1事業所
募集期間　5月1日㈫～31日㈭
参加資格　	市内に事務所あるいは事業所が参加申し込み時点において、既に存在する社会福祉法人	

および個人事業者など
実施基準　1　定員数　　20人～40人
　　　　　２　専用区画面積は、児童1人につきおおむね1.65㎡以上必要
　　　　　3　放課後児童支援員（資格取得予定者）の数は、支援の単位ごとに２人以上配置すること
申込の手続き　企画提案書などの正本1部およびコピー２部を子ども支援課へ直接持参もしくは郵送（5月31日
必着）するものとする。
※実施要領や提出書類の様式などは市ホームページからダウンロードできます。また、子ども支援課子育て支援班
の窓口でも配付します。	 問　子ども支援課　☎36-2500

■放課後児童クラブの実施機関を募集します

　市民が自ら考え実践する地域づくりを推進するため、補助金を交付します。
※申請を行う際には、必ず事前に地域づくり推進課までご相談ください。
対象者　市民…市内に居住している人や市内に所在する事業所に勤務する人
　　　　団体…構成員の半数以上が市民であり、政治、宗教等を目的とせず、5人以上で組織されている団体
補助対象経費　事業実施に必要な、旅費、消耗品費、通信運搬費、手数料、委託料、使用料、借上料など

スタート
アップ型

【対象事業】団体を新たに立ち上げるための事業（先進地の視察研修や立ち上げに必要な経費）
【補助率等】・旅費…対象経費の10/10以内（限度額1人5万円、10人以上の団体は1団体50万円）
　　　　　・旅費以外…対象経費の3/4以内（限度額10万円）

市民
提案型

【対象事業】申請団体が実施主体となって行う、地域課題などの解決が図られる事業など
【補助率等】補助対象経費から事業収入等を差し引いた額の10/10以内（限度額200万円）

市民
活動型

【対象事業】歴史、文化、自然等地域資源の活用を目的として実施する事業
【補助率等】限度額50万円・対象経費の1回目3/4以内、２回目2/3以内、3回目1/2以内

地域
活性化型

【対象事業】町または町を越えた広域的な活性化を目的として実施する事業（夏祭り事業など）
【補助率等】補助対象経費の2/3以内（限度額100万円）

※対象事業や補助対象経費などの詳細については、地域づくり推進課までお問い合わせください。
※市ホームページに「雲仙市地域づくり補助金のてびき」を掲載しています。	 問　地域づくり推進課　☎38-3111

■地域づくり活動を支援します！（雲仙市地域づくり補助金）

　市内における創業を支援するため、資金の融資を受ける際に必要な信用保証料相当分に対し、補助
金を交付します。

対象者 （1）市内に事業所を有し、または開設する法人
（2）市内に事業所を有し、または開設し、かつ、事業を行っているまたは開始する個人

補助対象 資金…長崎県創業バックアップ資金
2,500万円までの部分。信用保証料は年0.65％までの部分。

補助金の額
5年（60か月）分が対象となります。
補助金は毎年1月～12月を算定期間として、1年分ずつ交付します。
1年分ずつの補助金の上限は1年で15万円です。

補助金の承認申請 まず、補助金承認申請を市に提出し、市からの承認を受ける必要があります。
補助金の交付申請 補助金の承認とは別に、毎年、「補助金交付申請書兼実績報告書」の提出をする必要があります。

報告 補助金を受けた人（企業）は、事業の状況や従業者数に関する状況について、報告する必要が
あります。

補助金の返還 資金の繰上償還などをした場合に、信用保証料の減額があった場合には、補助金の返還が必
要です。

※詳しくはお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。	 問　商工労政課　☎38-3111

■雲仙市による長崎県創業バックアップ資金信用保証料補給補助金

● 広報うんぜん
平成30年5月 22
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～創業・経営改革、農商工連携事業、買物弱者支援事業を支援します！～
事業区分 創業・経営改革サポート事業 農商工連携サポート事業 買物弱者支援サポート事業

補助対象者 市内で創業または経営改革に
取り組む個人、中小企業者

市内農林漁業者を含む２業種
以上で組織され、互いに資源や
工夫を出し合い、密接な繋がり
をもつ連携体

市内で、買物弱者支援を行おう
とする個人、中小企業者

補助対象事業
高い技術と優れた事業計画に
より行われる創業や経営改革
に取り組み、事業化を行うもの

農商工連携により、新商品・新
技術・新サービスの開発及び
提供を行う事業

買物弱者支援事業を行おうと
するもの

補助対象期間 ２年以内（交付決定は1年ごと）
補助率 補助対象経費の2分の1以内

補助限度額
1件　300万円
※新規常用雇用者数（正社員以外については、２人の雇用をもって正社員1人の雇用とみなす）
が２人以上の場合は、500万円
※事業期間が２会計年度にわたる場合であっても1件となります

補助対象経費
経費区分 内容

研究開発費 ①試作及び実験に係る経費など　②外注費　③調査分析費など
④人件費　⑤その他研究開発に要する経費

事業推進費 ①施設、機械装置等購入費および借上げ料（ただし、土地代は除く）
②許可等の取得費用　③人件費　④その他事業推進に要する経費

販路開拓費 ①展示会等の会場費、出展費用　②広告宣伝費、ホームページ作成費
③人件費　④その他販路開拓に要する経費

その他の経費 ①産業財産権等の取得に要する経費　②経営指導の受け入れに要する経費　③その他の経費
※上記のほか、諸条件がありますので、詳しくは商工労政課へお尋ねください。
審査方法　市における事務的審査（1次審査）の後、申請者によるプレゼンテーションおよび質疑応
答を行う面接形式の審査会（２次審査）を行います。

応募締切　　5月31日㈭	午後5時まで

■平成30年度雲仙市産業サポート事業　企画公募について

役職 名前 勤務校
1 事務職員 片岡　悟 千々石中学校
2 学校栄養職員 荒木　桜 多比良小学校
3 教諭 熊﨑　愛 千々石第一小学校
4 教諭 山内　結花子 北串小学校
5 教諭 喜多　亜紀子 土黒小学校
6 教諭 永石　佳菜子 大正小学校
7 教諭 大久保　めぐみ 愛野小学校
8 教諭 瀬上　美咲 大塚小学校
9 事務職員 山口　聖可 多比良小学校
10 養護教諭 今田　麻衣子 多比良小学校

問　商工労政課　☎38-3111
　　FAX　0957-38-3205　メール　shokorosei@city.unzen.lg.jp

問　学校教育課　☎37-3113

■4月から雲仙市立小・中学校に赴任された10名の新規採用教職員を紹介します

※前列は、教育長
（中央右側）・教
育次長（中央左
側）・教育委員
（両側4名）※後列左から

● 広報うんぜん
平成30年5月23
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場
所
・
空
間
の
利
活

用
を
目
的
に
、
周
辺
住
民
の
方
々
の

参
画
に
よ
る
事
業
を
募
集
し
、
選
定

さ
れ
た
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

公
募
期
間

　
5
月
7
日
㈪
～
6
月
29
日
㈮

公
募
要
領　
農
林
水
産
課
、
愛
野
総

合
支
所
、吾
妻
総
合
支
所
、瑞
穂
総

合
支
所
、
国
見
総
合
支
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

問
　（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

�

☎
0
9
5
7（
26
）6
8
0
8

■
5
月
自
然
観
察
会「
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

開
催
日
時　
5
月
20
日
㈰

募
集
人
数
　
15
人

受
付
方
法　
電
話
受
付　
5
月
6
日

㈰	

午
前
9
時
よ
り
受
付
開
始

参
加
費　
大
人
5
0
0
円
、

　
　
　
　
小
学
生
3
0
0
円
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情報ひろばInformation of Unzen

〔
広
告
〕

問
・
申
込　
雲
仙
お
山
の
情
報
館

�
☎
0
9
5
7（
73
）3
6
3
6

■
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎
　
平
成

30
年
度
受
講
生
募
集

7
月
入
所
コ
ー
ス

　
機
械
加
工
技
術
化
、溶
接
施
工
科
、

電
気
設
備
技
術
科
、設
備
管
理
科
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
テ
ク

ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科

募
集
期
間

　
4
月
20
日
㈮
～
6
月
1
日
㈮

選
考
日　
6
月
14
日
㈭

訓
練
期
間

　
7
月
3
日
㈫
～
12
月
26
日
㈬

問　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎

　
　
訓
練
課

�

☎
0
9
5
7（
22
）2
3
2
4

　
ま
た
は
最
寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口

■
小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏
休

み
海
外
研
修
交
流
事
業
　
参
加
者
募
集

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・

英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
外
活

動
な
ど

日
程　
7
月
26
日
㈭
～
8
月
16
日
㈭

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

問
　（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

�

☎
03（
6
4
1
7
）9
7
2
1

■
裁
判
所
の
不
動
産
競
売
を
ご
存
じ

で
す
か
？

　
裁
判
所
で
は
競
売
手
続
き
に
よ
る

不
動
産
の
売
却
を
行
っ
て
い
ま
す
。

競
売
物
件
の
情
報
は
、
裁
判
所
の
閲

覧
室
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
B
I
T
」

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問　
長
崎
地
方
裁
判
所
民
事
部
不
動

産
競
売
係

�

☎
0
9
5（
8
0
4
）4
1
2
4

■
要
約
筆
記
者
養
成
講
座（
前
期
）受

講
生
募
集
!!

　
要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
に
障
が
い

の
あ
る
方
々
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
会
話
等
の
内
容
を
書
い
て
通
訳

す
る
こ
と
で
す
。

期
間
　
毎
週
土
曜
日（
全
22
回
）6
月

2
日
～
8
月
18
日

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所
　
島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
初
め
て
の
方・要
約
筆
記
奉
仕

員
養
成
講
座
修
了
し
た
方
・
要
約

筆
記
者
移
行
講
座
受
講
者
で
未
登

録
の
方・要
約
筆
記
者
登
録
者
で
選

択
科
目
の
受
講
を
希
望
す
る
方

受
講
料
　
無
料（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

代
3
，4
0
0
円
）

締
切
　
5
月
31
日
㈭

問
・
申
込　
島
原
市
社
会
福
祉
協
議

会�

0
9
5
7（
63
）3
8
5
5

■
工
場
見
学
・
工
場（
職
場
）体
験
の

受
入
可
能
な
企
業
を
募
集
し
ま
す
！

　
長
崎
県
で
は
、
受
入
可
能
な
企
業

の
リ
ス
ト
を
整
備
し
、
小
中
学
校
へ

提
供
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
企
業　
工
場
を
有
す
る

製
造
業
の
企
業

申
込・期
限　
5
月
31
日
㈭
ま
で
に
、

F
A
X
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　
リ
ス
ト
登
録
申
込
書（
様
式
）は
、

長
崎
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

問
・
申
込　
長
崎
県
産
業
政
策
課

�

☎
0
9
5
7（
73
）3
6
3
6

�

℻
0
9
5（
8
9
5
）2
5
7
9

■
島
原
半
島
運
動
会
を
開
催
し
ま
す

　
島
原
半
島
内
11
か
所
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
が
合
同
で
運

動
会
を
行
い
ま
す
。
観
覧
は
自
由
で

す
。応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
5
月
17
日
㈭

�

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

場
所　
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

問　
島
原
半
島
運
動
会
実
行
委
員
会

事
務
局（
エ
コ
・
パ
ー
ク
論
所
原
）

�

☎
0
9
5
7（
65
）7
0
5
6

■
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
イ

ベ
ン
ト

★
星
空
観
察
会

日
時　
5
月
3
日
㈭
～
5
日
㈯

　
晴
天
時　
午
後
7
時
30
分
～
9
時

30
分（
受
付
午
後
9
時
ま
で
）

★
太
陽
観
察
会

日
時　
5
月
19
日
㈯	

午
前
10
時
～

11
時
30
分（
受
付
午
前
11
時
15
分
ま
で
）

★
島
原
半
島
よ
か
と
こ
歩
き
隊

�

～
南
串
山
町
を
歩
こ
う
～

日
時　
5
月
27
日
㈰

�

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時

定
員　
15
人（
先
着
順
）

参
加
費　
1
，2
0
0
円

締
切　
5
月
22
日
㈫
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
諏
訪
の
池
で
散
歩

日
時　
5
月
3
日
㈭
～
6
日
㈰
12
日

㈯　
20
日
㈰　
26
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

問
・
申
込　

雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー

�

☎
0
9
5
7（
76
）5
0
1
0

■
第
6
回
初
心
者
向
け
健
康
ボ
ウ
リ

ン
グ
ス
ク
ー
ル

日
時　
火
曜
コ
ー
ス　
6
月
5
日
～

7
月
10
日
毎
週
火
曜
日
午
後
1
時

30
分
～
4
時　
木
曜
コ
ー
ス　
6

月
7
日
～
7
月
12
日
毎
週
木
曜
日　

金
曜
コ
ー
ス　
6
月
8
日
～
7
月

13
日
毎
週
金
曜
日　
木・金
曜
コ
ー

ス
共
に
午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
所　
諫
早
パ
ー
ク
レ
ー
ン

受
講
料　
2
，0
0
0
円

締
切　
5
月
31
日
㈭

問
・
申
込　
諫
早
パ
ー
ク
レ
ー
ン

�

☎
0
9
5
7（
23
）1
1
5
0

�

℻
0
9
5
7（
23
）1
1
5
1

�

（
午
前
10
時
～
午
後
10
時
）

■
介
護
認
定
調
査
員
の
募
集（
登
録

調
査
員
）

　
対
象
者
宅
へ
訪
問
し
、
調
査
・
入

力
し
た
デ
ー
タ
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

要
件　
介
護
・
医
療
・
福
祉
関
係
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
な
い
、
自
動

車
・
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方

　
　
詳
し
く
は
島
原
地
域
広
域
市
町

村
圏
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

締
切　
5
月
31
日
㈭

問
・
申
込　
島
原
地
域
広
域
市
町
村

圏
組
合　
介
護
保
険
課

�
☎
0
9
5
7（
61
）9
1
0
3

☎
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〔
広
告
〕

　求礼郡は、4月17日から20日までの4日間、華
ふ ぁ お む さ

厳寺施設
地区などで、第74回智異山南岳祭と第37回郡民の日の行
事（体育大会）を『千年前の歴史の中にタイムスリップ』というテーマで開催しました。
　住民や求礼郡の出身者たちが親しみ会うことを目的として、4月17日には全国のど自慢大会、18日には郡民の
日の行事(体育大会)、19日～20日の2日間は智異山南岳祭が行われました。

有明しまばら法律事務所 １．不動産登記／相続、贈与、売買、抵当権設定等
１．商業登記／会社設立、役員変更等
１．成年後見人申立、農地法申請手続

司法書士／行政書士

平野康麿事務所
・相続登記はお済み
ですか？

・遺言は書かなくて
大丈夫ですか？

お気軽にご相談
ください 雲仙市小浜町北野１０５５番地

ＴＥＬ　０９５７‒７４‒５５１２
E-mail:hirano_55@yahoo.co.jp

ひ ら の や す ま ろ

　雲仙市の皆さん、アンニョンハセヨ！（こんにちは）
　今回は、雲仙温泉街のユニークなツアーをご紹介したいと思います。
　雲仙温泉で地熱を利用したエコなこたつ、「エコタツ」が体験できるというこ
とをご存知でしょうか？
　雲仙地獄から雲仙道路を挟んだ反対側にある旧八万地獄（月面地獄）の石畳は
地熱で暖かい！そこに布団だけ敷いて、地熱で温まる環境に優しいこたつです。
熱の動きは毎日変わるので、こたつの場所も毎日少しずつ変わるのだそうです。

　今回は、満点の星空が見られるナイトエコ
タツを体験したので皆さんにも紹介します。
　今年の春、毎週土曜日に旧八万地獄で行わ
れるナイトエコタツは、地元の方がナビゲー
ターになって雲仙温泉にまつわる話を聞いた
り、こたつで寝転んで星空観察をすることができるツアーです。
　旧八万地獄は、ちょうど温泉街の光が遮断されて真っ暗になるので、星空観察す
るには最適な場所です。春とは言え、まだまだ肌寒い雲仙温泉街ですので、こたつ
に入っていたら体も心もぽっかぽかになりました。今回は北斗七星、カシオペア、
オリオン座、ふたご座などたくさんの星座を見ることができました。さらに運がよ
ければ、流れ星まで見られます！静かで真っ暗な中、ゆっくりと眺める星空はとて
も綺麗で感動的でした。皆さんも昼とは一味違う特別な夜の雲仙を体験してみませ
んか？

チェさんの活動日記

『千年前の歴史の中にタイムスリップ』
智
ち
異
り
山
さん
南
なまっ
岳祭
ちぇ
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人のうごき（3月末）	 ［住民基本台帳月報］
■人　口：44,266人　　（前月比−293人）
　　男性：20,993人　　女性：23,273人
■世帯数：17,221世帯　（前月比−2世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

10歳未満 3,423人
10～20代
7,296人

30～40代
9,175人

50～60代
13,520人

70～80代
9,615人

90代～ 1,237人
●雲仙市の人口割合（3月末）

▼先月号、道路河川課の柿田慎さんの「雲仙市を住みよ
い街へ」について、思うところを書きます。市道の改良
を担当され、日々真摯な態度で業務にあたられているこ
とが伝わりました。▼私自身日々の仕事で市民の皆様か
ら問合せが一番多く寄せられるのが、道路の件について
です。そこで今回は、雲仙市が最重要課題として取り組
んでいる「地域高規格道路島原道路」と「愛野小浜間の
幹線道路の整備」について現状と課題をお伝えしたいと
思います。▼先ず島原道路は、昨年12月に吾妻愛野バイ
パスが、今年３月に諫早インター工区の栗面ICから小船
越IC間がそれぞれ開通し、当面の課題は島原市有明町か
ら雲仙市瑞穂町間と、諫早市内の一部の区間の早期事業
化となります。▼さる２月18日には、建設促進大会が開
催されたところですが、全線開通すると諫早インターか
ら南島原市深江町間の所要時間が90分から40分に大幅に
短縮されることから、多方面にわたる効果は絶大であり、
全線の早期完成に向け全力で取り組んでまいります。▼
次に愛野小浜間の幹線道路の整備については、長年要望
活動を続けている愛野小浜バイパスと国道57号の現道拡
幅改良の２つの面があります。▼市長就任から今日まで
20回を超える国交省等への要望の成果として、平成28年
度に国交省が調査費を予算化した国道５７号富津地区視
距改良事業があります。本地区は、山と海にはさまれた
急峻ながけ地に存在する国道であり、見通しを良くする
ための視距改良に要する事業費も大きくなるものと推測
されます。▼一方、悲願といえる愛野小浜バイパスも、
その費用対効果がカギとなっています。このような状況
のなか雲仙市婦人会連絡協議会、雲仙市自治会長連合会、
南島原市自治会長連合会の皆様が中心となって愛野小浜
バイパス実現のための署名活動を行っていただき、計35，
336名の署名を今年１月に届けていただきました。さら
に３月28日には中村県知事に署名活動報告を行っていた
だきました。知事本人が受け取っていただいたのは異例
のことと思っています。▼皆様の声をしっかり受け止め
て愛野小浜間の幹線道路整備に向けても皆様と力を合せ
全力で取り組んでまいります。

� 雲仙市長　金澤�秀三郎

「皆様の声をしっかり受けとめて道路整備を」

市長のコラム

問　国民宿舎　望洋荘　☎74-3141

　日本の文化「季節風呂」をお楽しみください!
　菖蒲（しょうぶ）湯は、血行促進の働きがあるほ
か、打ち身などの鎮痛作用の効果も!また不浄を
払い、邪気を遠ざけ勝負に勝つと言われる、菖蒲
湯は奈良時代から続く行事といわれています。
　望洋荘季節湯は毎月日曜１階露天風呂で実施
しています。
　また、毎月６のつく日は入館料が半額! 風呂の日
まつりを実施しています。
　ジェット風呂、うたせ湯とあわせて、望洋荘でリ
フレッシュ！
　ごゆっくりお過ごしください。

“季節の湯”のご紹介
今月は “菖蒲湯”

＊季節湯は毎月日曜１階露天風呂＊

〔
広
告
〕

みずほ温泉千年の湯「わくわくDAY」開催！
　春の「わくわくＤＡＹ」は、『母の日』にちなんで、

『雲仙ブランド認定品』である瑞穂町特産の色鮮やか
なカーネーションを無料配布します（お一人様に付
き1本限りです）。
●日時：5月12日㈯・13日㈰　各日午前10時から
●内容： 各日、入場者先着200人（2日間で合計

400人）にカーネーションを無料配布
●協賛：瑞穂カーネーション部会

【営業時間】　午前10時～午後9時
　　　　　　《入浴受付は午後８時30分まで》

【休館日】　毎週水曜日、年末年始（12/29～1/1）
【泉　質】　ナトリウム－塩化物温泉
　　　　　（高張性-中性-高温泉）
　　　　　（美肌効果があるとされています。）
問　みずほすこやかランドふれあい会館
　　☎0957-77-4111
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　第10回雲仙市民ウォーキング大会を小浜町にて開催します。湯煙立ち上る小浜路をご堪能いただけます。
参加者全員に参加賞があります。
【日時】5月26日㈯　午前10時スタート（受付：午前9時15分）
【会場】小浜町マリーナ（公立病院前バス停前）
【コース】小浜町内を巡る約5Kmコース
【参加資格】どなたでも参加できます。（小学生以下は、保護者同伴）
【申込方法】所定の「申込書」または電話により申し込み
【参加費】　300円（当日受付時、高校生以下は無料）
【申込期限】5月21日㈪

問・申込　雲仙市レクリエーション協会事務局　（スポーツ振興課内　☎37-3113）

第10回 雲仙市民ウォーキング大会参加者募集

　消える、現れる、変身する!! 変幻自在の妖怪たちが「本当に大切なもの」を語りかける影絵劇！
家族みんなで見に来てね！
【日時】６月2日㈯　午後1時30分　開場　午後2時　開演
【場所】国見町文化会館（まほろば）（雲仙市国見町土黒甲1079-1）
【チケット】全席自由　大人1,000円、3歳～中学生以下　500円
　　　　　 ★当日券200円増
【チケット発売】4月27日㈮　午前10時～
【チケット取扱】ハマユリックスホール、国見町文化会館、吾妻町ふるさと会館
　　　　　　　 生涯学習課、ローソンチケット（Ｌコード83497）
　※ 本公演のチケットは完売次第、販売終了となります。
　　 なお、チケットの転売、交換はできません。予めご了承ください。
　主催：雲仙市文化会館自主文化事業振興会　　共催：雲仙市教育委員会

問　生涯学習課　☎37-3113

　「それいけ！アンパンマン」の主題歌でお馴染みの双子ユニット「ドリーミング」
によるファミリーコンサートを開催します。
　アンパンマンとばいきんまんもやってくるよ！皆できてね！
【日時】７月28日㈯　午後1時30分　開場　午後2時　開演
【場所】ハマユリックスホール（雲仙市南串山町乙2-15）
【チケット】全席指定　大人1,000円、3歳～中学生以下　500円
　　　　　（3歳未満膝上無料、席が必要な場合は有料）★当日券300円増
【チケット発売】平成30年5月2日㈬　午前10時～
【チケット取扱】ハマユリックスホール、国見町文化会館、吾妻町ふるさと会館、
　　　　　　　 生涯学習課、ローソンチケット（Ｌコード83609）
　※ 本公演のチケットは完売次第、販売終了となります。
　　 なお、チケットの転売、交換はできません。予めご了承ください。
　主催：雲仙市文化会館自主文化事業振興会　　共催：雲仙市教育委員会

問　生涯学習課　☎37-3113

妖怪影絵劇　ゲゲゲの鬼太郎公演　チケット大好評発売中！

ドリーミング　ファミリーコンサート　チケット発売
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